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はじめに

　本稿は、横浜市内の都筑区川和町で酒卸業・醤油醸造業などを営んでいた中山恒三郎家所蔵資料「営業

簿」（NT-332。以下、「営業簿」）についての翻刻と資料紹介である。「横浜市歴史博物館紀要 第 25 号」に

て「翻刻 中山恒三郎家「営業簿」 （昭和三～四年）」をまとめたが、本稿はその続きとなり、中山恒三郎家

の紹介や「営業簿」についてはそちらも参照されたい。なお、当資料である「営業簿」は、昭和三年五月八

日～昭和九年十二月三一日までの大部であり、本稿では昭和五年から昭和六年までの資料紹介をし、昭和六

年以降は別の機会にてあらためて紹介する。

１．中山恒三郎家・「営業簿」について

　中山恒三郎家は当主が代々「恒三郎」を襲名、酒類販売を営むとともに地域の名士として活躍してきた家

であり、また、文政一二年（一八二九）に初代恒三郎の父「五蔵」がはじめた菊栽培をともに行い、その

後の当主も代々菊の育成につとめ、観菊会の中心地としても有名な家であった。初代恒三郎は、文政年間

（一八二〇年代）に酒類販売・荒物雑貨・呉服太物の営業を開始し、二代目がこれに醤油醸造業を加え、三

代目が煙草や塩の販売などに進出するとともに「太陽合資会社」として器械製糸業にも着手した。ほかにも

当時の「大賣出し廣告」（明治三六年七月）からは「砂糖、紙類、漆器、陶器、鍋釜類、指物類、疊表類、

荒物類、西洋小間物類、帽子洋傘類」」（1）なども扱っていることが分かっており、三代目に至って取り扱い

販売品目を増やすとともに商売も全盛期をむかえている。

　本稿で紹介するのはその中山恒三郎家の「営業簿」である。大きさ二四一×一七〇×三五ミリの冊子で、

表紙は経年劣化で張り付いてしまっている部分が多く、かろうじて「甲■（「号」の異体字）　営［　］（営

業簿ヵ）」と読み取れる。内容は、月日、商品目、数量、勘定・請取印と金額（円、銭、厘）、氏名（購入

者）の体裁をとった商品売買の一覧表であり、基本的には一つの取引につき一行で記載されており、前の行

に対する勘定額（入金額）等を記入した行といった諸説明の行の他は上記の体裁を保っている。記載者につ

いては、文字の書き方や筆使い、ペンの違いなどがさまざまであることから、複数人の手によって書かれた

と考えられる。また、ページの肩の部分に確認と考えられる印があることから売買管理に当たる人物の確認

を受けた正式な営業簿であったと考えられる。

翻刻　中山恒三郎家「営業簿」（昭和五～六年）

〈 資料紹介 〉

小林　光一郎
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２．「一川種油」やその木箱について

　この営業簿の中でもたびたび登場する「一川種油」とは、三重県四日市にあった熊沢製油の菜種油のこと

である。「一川種油」について、明治 34 年に創設された東京油問屋市場では「油の取引は現物売買に限定さ

れ、扱われる商品は四日市製油所の星印、大野製油所の丸八印、

丹羽製油所の久卜印、熊澤製油所の一川印などが代表銘柄とさ

れ、“伊勢水”と呼ばれる四日市の菜種油が中心を占めた。四

日市と東京油問屋の結びつきは強く、その後も長い間、伊勢水

は東京油問屋組合の会員（大正 13 年に東京油問屋市場に加盟

している大手問屋 9 社により設立された）だけが独占的に扱う

という習慣が続いた。明治に入ってから仲買と問屋の区別が薄

れ、仲買が直接地方から仕入れるということも行われたが、伊

勢水だけは東京油問屋組合の問屋にしか販売されなかった。」（2）

と紹介されている。また、「熊沢製油は文政 9（1826）年創業

の油問屋で、当時の油問屋がそうであったように、農家から菜

種を買って自ら搾油したり、絞め油業者に委託加工させ、精製

（大きな甕に静置し上澄みをすくう）を行っていた。そうして

精製した菜種油は“伊勢水”として江戸、東京に積み出してい

た。明治 17 年には菜種油に一川（いちかわ）印の商標登録を

行い、これはわが国の植物油脂登録商標の第 1 号といわれてい

る（「熊沢製油産業小史」昭和 62 年発行）。同社が本格的な製

油事業に参入するのは明治 39 年。丸板絞め搾油機のスケッチ

から名古屋の中央鉄工所が作り上げた、国産第 1 号といっても良い水圧式の新鋭搾油機械を導入した。原料

の菜種はインドや中国からも輸入したという。」（3）ともされている。この熊沢製油は味の素製油と 2001 年に

統合し味の素製油株式会社となって合併された（その後、2003 年に J- オイルミルズとなっている）。

　中山恒三郎家がどのような経緯でこの「一川種油」を扱うようになったのかは不明であるが、「一川種油」

を取り扱っていたことは、菊栽培などと同様に東京と結びつくような何らかの情報・販売ルートを構築して

いたことの証左となろう。また、この一川種油を入れていた木箱（一斗缶 2 個分）は、もともとは海外輸入

品の一斗缶用木箱の転用であったり（写真 1）、揮発油のきばこであったりと、中山恒三郎家所蔵の木箱で

は純粋に熊沢製油専用の木箱は一つも見つかってはいない。この一川種油の木箱自体は、その後、中山恒三

郎家にて、収納用に転用され、現在は中山恒三郎家のさまざまな資料を収納した箱として現在に至ってい

る。1950 年代の段ボールの需要増加まで、収納や輸送用の梱包は木箱が主流であったが、中山家の資料は、

その商売における全盛期であった戦前期の歴史をこんなところからも教えてくれる。

３．参考：一川種油の木箱ラベル

　写真 1 の木箱の表に貼られている紙ラベルの文字情報

・ 中央のデザイン：横に長方形の四角 その下に縦長の長方形が 3 個並んでいる

写真 1　�「PEGASUS　Standard�Oil�Co�
of�New�York」の木箱を転用した
一川種油の木箱
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　→「一川」をデザイン化した意匠

・  「伊勢國産純良菜種油」「四日市熊澤製油場」「登録商標」「TRADE MARK」「RAPESEED OIL」

「Kumazawa Oil Mill」「Yokkaichi,Ice,Japan」

・ 欄外「正味四貫四百目詰貳鑵入」

おわりに

　当該資料である「営業簿」は、昭和一七年（一九四二）九月以降のいわゆる戦時統制経済下前の中山恒三

郎家の商売がわかる資料であり、今回事例としてあげた木箱のように梱包の歴史といった、当時の時代背景

を知ることの手掛かりになる物質資料との相互補完的な資料としての一面も持つ。営業簿の文字資料として

の一面と木箱のような物質資料としての一面など、多面的に歴史をとらえようとした場合に非常に有益な資

料であるといえよう。

　今後も引き続き資料公開を行うべき調査整理を続け、また、当該資料についての考察をあらためて別の機

会に行うこととしたい。

【注】

⑴　横浜市立田奈小学校内みの田奈博物館所蔵資料（TKM-AO3-534 表面）

⑵　東京油問屋市場 2000『東京油問屋史 油商のルーツを訪ねる 東京油問屋市場百年記念』幸書房 P104

⑶　東京油問屋市場 2000『東京油問屋史 油商のルーツを訪ねる 東京油問屋市場百年記念』幸書房 P108

凡例

・ 当該資料にはページ数の表記はないが、資料整理の便宜上、ページ数を付した。また、表記説明のため備

考欄を付した。

・ 表内において、ページのはじめ（見開きページのはじめ）に、そのページの欄外記載等の説明のため備考

欄（太い外枠線で示した欄）を付した。

・ 本文記載について、特に説明がない場合はペン書きを表し、それ以外の墨書等の記載はその都度備考欄に

記した。印についても特に説明がない場合はインク印を表し、朱印等の特別な場合は備考欄に記した。

・ 印について、判読できる場合は印の後に鍵括弧で印文を示した（たとえば印「請取」）。

・ 本文表記の文字について、基本的には現状のまま旧字を新字に直さずに記した。しかし、変換できない一

部の旧字や、屋号、記号などは「■」とし、備考欄に「■」の説明（たとえば、■は六角形に「穂」）を

した。

・ 判読のむずかしい文字について、推定のものは「ヵ」をつけ、判読不明の文字は「□」で表し文字数もそ

れに合わせて表記した（たとえば、二文字読めないときは「□□」）。また、文字数もわからない場合は

「［　］」を使用した。

・ 訂正線・斜線など校正上の表記については備考欄に説明をした。
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中山恒三郎家「営業簿」（昭和五年～六年）

月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

118 ページ右上部に「4.5.」の記載あり、119 ペー
ジ左上部に「薄井」の押印あり

12 31 入金弐円七拾　 ㊢受入 中山夆吉 このページより日付に算用数字混じり 118
清酒 五合 勘定濟 八五〇 □木光雄 □は「春」ヵ 118
昭和五年一月 118

1 1 清酒 六升七合 勘定濟 一〇 〇〇〇 八幡神社 「六升七合」と「拾円也受入」を２行に渡って線で
楕円に囲っている 118

〃 2 入金拾円也 受入 勘定濟 同神社 118
3 清酒 四升 ㊢ 六 〇〇〇 川和消防組 118
4 黄双糖 風袋込三十匁 勘定濟　風三百匁 一 八一〇 町田賢治 118
〃 清酒 二合 勘定濟 一〇〇 〃　　　人 118
五 清酒（二月六日入） 壱升 勘定濟 一 五百ヵ 城所栄作 119

〃 五 白鹿印弐合壜詰 壱本 ㊢ 四〇〇 中山幸三郎 119
〃 五 黄双糖 壱俵 勘定濟 二五 五〇〇 町田賢治 119
〃 7 白砂糖 壱俵 勘定濟 二一 六〇〇 〃　　　人 119

八 固木槇 五束 勘定濟 一 〇五〇 江原實 119
〃 九 並清酒 九合 ㊢ 一 三五〇 菊地亀松 119

一 拾壱 佐倉炭 壱俵（皆掛七貫九百匁） 勘定濟 一月十五
日入

一月十五
日入 藤田秋蔵 119

〃 一二 四合正宗壜詰 百四十本 勘定濟
フスロ
一月十

五日
遠藤理作 119

〃 〃 二合正宗壜詰 六十本 勘定濟
ヱヒロ

一月十五
日

〃　　　人 119

120 ページ右上部に「5」の記載あり、121 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

壱 一四 清酒 九合 勘定濟 壱 三五〇 野村徳次郎 120
〃 一四 陽輝印正油 九合 勘定濟 五四〇 江原実 120
〃 一五 清酒 四升 勘定濟 六 〇〇〇 川和消防組 金額欄に「壱日受入」 120
〃 十八 富久娘印壱升 弐本 勘定濟 三 八〇〇 郡農会 120
〃 二〇 清酒 五升 勘定濟 六 〇〇〇 和田文蔵 120
〃 廿 寿印正油 半樽 ㊢ 貳 貳〇〇 遠藤銀次郎 120
〃 廿二 貳合壜及気機械 百本□ ㊢ 中山彦左門 120
〃 二三 陽輝印正油 九合 勘定濟 五四〇 江原実 120
〃 〃 陽輝印正油 九合 勘定濟 五四〇 小川千代松 121

二五 清酒 二升 勘定濟 三 〇〇〇 笠原長吉 121
二〇 清酒 九合 勘定濟 一 五〇〇 小川千代松 121
二五 寿印正油 四半樽 ㊢ 吉村一郎 121

〃 二五 清酒 壱升 勘定濟 一 五〇〇 笠原長吉 121
〃 〃 固木槇 五束 勘定濟 一 〇五〇 小川千代松 121

〃 〃 寿印正油 壱樽 勘定濟 三 〇〇〇 日本電燈會社工事
□ 121

〃 〃 清酒 壱升 勘定濟 一 五〇〇 八幡神社 121
〃 二六 一川印種油 壱箱 ㊢ 拾壺 五〇〇 佐野仙蔵 121

122 ページ右上部に「5」の記載あり、123 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

一 二五 富久娘印壱升 壱本 勘定濟 一 九〇〇 郡農會 122
一 二八 清酒 弐升 勘定濟 三 〇〇〇 妙蓮寺 122
一 〃 佐倉炭 壱俵正七〆六百匁 勘定濟 三 〇四〇 妙蓮寺 122
〃 〃 ザク炭 壱俵正五〆六百匁 勘定濟 一 七九〇 〃　〃 122
〃 〃 清酒 三升 勘定濟 四 五〇〇 岩沢信太郎 122
〃 〃 固木槇 拾束 勘定濟 □ 一〇〇 宮原巡査 122

清酒三ツ割 壱樽 勘定濟 八 三三〇 浅沼藤作 122
白砂糖 二〆め 勘定濟 二 八八〇 〃　　　人 品名左上に「×」と記載あり 122

壱 卅〇 壽印正油 半樽 勘定濟 貳 貳〇〇 清水長次郎 123
二 一 陽輝印正油 九合 勘定濟 五四〇 江原実 123
〃 〃 白砂糖空 壱本 勘定濟 一八〇 〃　　　人 123
〃 二 清酒 九合 勘定濟 一 三五〇 野村徳次郎 123

〃 黒砂糖 五百匁 勘定濟 四三〇 〃　　　人 123
〃 二 直し代 ㊢ 一 四〇〇 白井利光 一四〇〇を二重線で消した後再度一四〇〇を併記 123
二 四 清酒 三升 勘定濟 五 一〇〇 沢新七 123
〃 五 入金拾壱■参拾銭也 ㊢ 一一 三〇〇 佐野千蔵 ■は円の異体字 123

〃 正油及□代 勘定濟 五〇〇 大谷由蔵 123
124 ページ右上部に「5」の記載あり、125 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

弐 七 醤油粕 壱俵 ㊢ 一 〇〇〇 近藤恒雄 124
貳 七 奈良炭 壱俵　正六〆九百匁 勘定濟 二 五五〇 江原實 124

一一 □一升代 勘定濟 一 〇〇〇 大谷佐志郎 124

一二 清酒 五升 勘定濟 七 五〇〇 日□ノ村　横溝平
次郎 124

白波 壱升 勘定濟 五〇〇 〃　　　人 124
清酢 三合 勘定濟 一五〇 〃　　　人 124
黒砂糖 三百四十匁 勘定濟 三〇〇 〃　　　人 124
鯉□ 壱本 勘定濟 四八〇 〃　　　人 品名左上に「×」と記載あり 124
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

壽印正油 壱かん 勘定濟 二 九〇〇 内　二勝孝親 125
二 一三 清酒 参升 勘定濟 四 〇五〇 石原森三郎 125

〃 壱升ビン 参本（拾□□對貸ウケア
リ） 勘定濟 〇八〇 〃　　人　 125

〃 黄砂糖百五十斤入 壱袋 勘定濟 二五 二〇〇 町田賢次 125
〃 仝 壱〆匁 戻 一 一〇五〇 〃　　人 取り消し線が引いてある 125
〃 雑木　槇 五把 勘定濟 九十〇 宮原刑事 125
〃 固木　槇 五把 勘定濟 一 〇五〇 仝　　　人　　　 125

一四 入壱日五十 受入 ㊢笠原長吉出兵の
際□代 川和部内 125

一五 正油 半樽 勘定濟 三 〇〇〇 妙蓮寺 125
126 ページ右上部に「5」の記載あり、127 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

二 一五 一川印種油 壱鑵 勘定濟 五 六五〇 池辺　中山とうふ
屋店 126

一六 雑木槇 五束 勘定濟 九〇〇 江原実 九〇〇江原実は赤字 126
〃 陽輝印正油 九合 勘定濟 五四〇 〃　　　人 日、品名、數量、五四〇　〃人は赤字 126

一八 白砂糖 壱俵 勘定濟 二一 五〇 町田□ 金額は入力のとおり「二一」と「五〇」に分かれて
いる。 126

一九 陽輝印正油 壱樽 勘定濟　二十二日
□〆入 四 七〇〇 岡野吉五郎 126

〃 清酒 弐升 勘定濟 三 〇〇〇 〃　　　人 勘定濟の下に青色ペン書きがあるが判読不能 126
〃 白砂糖 壱俵 勘定濟 二一 五〇〇 町田賢次 126

弐 廿一 □印石油 壱かん ㊢ 農薬工場 126
一二 二五 入白□上弐本入 勘定濟 六 二〇〇 井上丑松 127
〃 〃 入上立縄壱百本 勘定濟 一三 〇〇〇 〃　　　人 127
二 二二 清酒 五升 勘定濟 七 五〇〇 八幡神社 127
〃 二三 角俵炭 壹俵 勘定濟 一 三五〇 江原実 127
二 二三 渋代 壹升 ㊢ 六〇〇 菊池亀松 127
二 一九 清酒 五升 勘定濟 七 五〇〇 信田勝治 127

二 一八 白砂糖 壱俵 勘定濟 二一 五〇〇 町田□ 二重線で消してある、勘定濟の横に青いペン書きで
「二□」 127

二 二五 黄双糖 壱袋 勘定濟 二五 二〇〇 町田□ 勘定濟の横に「三月二十日」 127
二六 入拾□　□受入 ㊢ 内野□治 127

128 ページ右上部に「5」の記載あり、129 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

二 二六 入拾七日六十　受入 ㊢ 内野正治 128
〃 二八 入□壱日壱拾　受入 ㊢ 菊池亀松 128
参 一 陽輝印正油 九合 勘定濟三月廿九日 五四〇 江原実 勘定濟の横に青色のペン書きで「三月廿九日」 128

〃 雑木炭　槇 五束 勘定濟 九〇〇 宮原刑事 128
〃 固木槇 五束 勘定濟 一 〇五〇 〃　　　人 128

〃 〃 入五拾円也 受入 勘定濟　四月一日
差引済み（墨書） 岩沢福蔵 128

〃 黒松白□ 二升（一升瓶入） 勘定濟 三 七四〇 〃　　　人 「三七四〇」は墨書 128
〃 陽輝印正油 柴□二□ ㊢ 五四〇 江原実 取り消し線で消してある 128

弐参 二 焼酎 五合 勘定濟 五〇〇 大谷佐吉郎 129

参 三 清酒 九合 勘定濟 一五〇 小川千代松 「一五〇」を取り消し線で消した横に「一五〇」と
記入 129

五 白砂糖 二斤 勘定濟 四八〇 江原実 129
五 棟瓦 五拾枚 ㊢　五つ　乙号へ 加藤福松 129
六 清酢 二合 勘定濟 一〇〇 江原實 129
〃 酒粕 三百匁 勘定濟 二一〇 〃　　　人 129
八 正宗二合 五十五本 勘定濟　五〇〇 一六 五〇〇 奥山安次郎 129
七 入金八拾六円也受入 ㊢ 森源作 129

八 雑□炭 壱俵 勘定濟　正味４２
１０ 一 三四〇 江原実 129

130 ページ右上部に「5」の記載あり、131 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

三 九 壽印正油 壱樽 勘定濟 三 五〇〇 源東院 130

〃 九 陽輝印正油 九合 勘定濟 五四〇　
五〇〇 江原実 金額は「五四〇」を取り消し線で消して横に「五〇〇」

と記載されている。 130

〃 〃 酒粕 弐百匁 勘定濟 一四〇 江原実 130
〃 一一 清酒 三合 勘定濟 六〇〇 江原実 130
三 一二 清酒 九合 十二月　勘定濟 一 五〇〇 小川千代松 130

〃 酒空樽六拾九本

白上　十一本十一本
二 . 九五、次白　七本
二 . 三〇、赤上七本
一 . 八〇、地廻三十六本、
一 . 八〇、□□□七本
一 . 四〇

勘定濟 一三弐 八〇〇 井上丑松 130

〃 酢空樽二本 一、二〇替　三月十五日 勘定濟 二 四〇〇 仝　　　人　　　 130
清酒 中山へ進物分　壱升 ㊢ 二 〇〇〇 中山彦左ヱ門 130

三 一五 清酒 壱升 勘定濟 一 五〇〇 㐂重大工様 131
〃 清酒 壱斗 勘定濟三月十七日 一三 五〇〇 榎下太々講 131

〃 〃 棟カワラ 三枚 二〇〇 □子繁蔵 131

〃 〃 白砂糖 弐斤 三月廿九日　勘定
濟 四八〇 江原実 131

〃 清酒 七升 十七日勘定濟 八 七五〇 富藤やす 131
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 上醤油 一升八合 十七日勘定濟 一〇〇 仝　　　人　　　 131
〃 天光糖 壱斤 十七日勘定濟 二〇〇 仝　　　人　　　 131
一八 陽輝印正油 九合 勘定濟 五〇〇 小川千代松 131

二一 陽輝印正油 九合 三月廿九日　勘定
濟 五〇〇 江原実 131

132 ページ右上部に「5」の記載あり、133 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

三 二二 清酒 壱斗 二十四日勘定濟 一五 〇〇〇 平本正治 132

〃 二三 黒松白鹿 二斗五升二合□壱樽　上
〆二十六〆三百□本匁 四月一日勘定濟 替四七 二三〇 岩沢福□ 1,870 八五〇〇〇を二重線で消して横に四七二三〇と記入 132

〃 二四 NO2　車糖 壱俵 三月廿八日　勘定
濟 二〇 七〇〇 町田賢次 132

〃 二七 壽印正油 四本樽 勘定濟 一 〇五〇 岩沢信太郎 132
〃 〃 正油樽但之空 壱本 勘定濟 二〇〇 〃　　　人 132
〃 二八 雑槇 五束 四月十日勘定濟 九〇〇 宮原㐂十郎 132
〃 〃 固木槇 五束 四月十四日勘定濟 一 〇五〇 〃　　　郎 132

〃 二八 酒酒 三升 三月三十一日　勘
定濟 四 五〇〇 青砥　村田助七 132

〃 〃 分密糖 壱袋 買直　勘定濟 一五 〇五〇 町田賢次 133

〃 二九 白砂糖 一〆五百匁 三月三十日　勘定
濟 二 一六〇〇 安田㐂重 金額の数字は入力のとおり欄が分かれている 133

〃 〃 天光糖 五百匁 三月三十日　勘定
濟 六〇〇 〃　　　人 133

〃 〃 上酒 弐升 三月三十日　勘定
濟 四 〇〇〇 〃　　　人 133

〃 三一 □印石油 壱かん 勘定濟 二 七〇〇 内藤孝親 133
四 一 清酒 壱升 勘定濟 一 五〇〇 小川千代松 133
〃 〃 陽輝印正油 九合 四月廿六日 五〇〇 江原実 勘定濟のスタンプがペンで消してある 133
〃 〃 固木槇 五束 四月廿六日勘定濟 一 〇五〇 〃　　　人 133
〃 〃 味醂 壱合 四月廿六日勘定濟 二〇〇 〃　　　人 133

134 ページ右上部に「5」の記載あり、135 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

四 一 陽代 勘定濟四月廿六日 五八〇 江原実 「五」を 2 重線で消して「八」と記載　 134
二 楠誉三十度 壱瓶 勘定濟四月三日 八 〇〇〇 平本順太郎 134
〃 清酒 壱升 勘定濟四月三〇 一 八〇〇 〃　　　人 134

〃 〃 清酒 壱升 勘定濟 一 五〇〇 安田㐂重 134
四 弐々壜詰 弐拾四本 勘定濟当日受入 九 六〇〇 都筑郡農舎 134

四 寿印正油 壱樽 勘定濟四月入日受
入 二 八〇〇 天野助蔵 134

四 清酒 壱斗 勘定濟当日受入 二 五〇〇 佐野きん 134
〃 〃 五本 勘定濟当日受入 六 二五〇 〃　　　人 134

清酢 二合 勘定濟当月受入 一〇〇 〃　　　人 135
六 寿印正油 半樽 ㊢ 二 〇〇〇 遠藤銀次郎 135

正油粕 壱俵 ㊢ 一 〇〇〇 〃　　　人 135
〃 八色弐拾円也 受入 酒代勘定濟 岩沢定吉 135
八 清酒 代 勘定濟十六日 二一 一五〇 萩野□十□ 135
八 陽輝印正油 九合 勘定濟四月九日 五〇〇 小川千代松 135
〃 酢 代 勘定濟四月九日 七〇 〃　　　人 135
九 楠誉三十度 壱瓶 勘定濟六月三十日 落合寉吉 135

〃 満刕大豆弐袋 正二百八十五斤百斤六
三五〇 勘定濟五月廿六日 八 一〇〇 鈴木貞蔵 135

136 ページ右上部に「5」の記載あり、137 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

四 九 清酒 3 合 勘定濟四月廿六日 六〇〇 江原実 136
〃 〃 白砂糖 二斤 勘定濟〃 四八〇 〃　　　人 136

〃 清酒 五升 勘定濟四月十一日
受入 七 〇〇〇 中山駅詰員 136

〃 仝 弐升 勘定濟四月十一日
受入 二 八〇〇 仝人 136

二 白砂糖 壱俵 勘定濟四月十一日
入ル 町田賢治 136

二 清酒 一斗参升参合 勘定濟当日□み 二〇 〇〇 岩沢岩吉
　

金額の数字は入力のとおり欄が分かれている 136

四 一三 寿印正油 半樽 勘定濟四月十六日 二 〇〇 書低三の宮秀雄 金額の数字は入力のとおり欄が分かれている 136

〃 醬油 九合 勘定濟四月十六日 一 二六〇 〃　　　人 136
〃 種油 代 勘定濟四月十六日 二〇〇 〃　　　人 137
〃 清酒 壱升 勘定濟四月十六日 一 四〇〇 〃　　　人 137
〃 清酒 五合 勘定濟四月廿六日 八〇〇 江原実 137
〃 二合の寒壜詰 百本三〇〇弐 勘定濟四月十六日 三〇 〇〇〇 三ノ宮秀雄 137
一五 〃 拾五本 勘定濟四月十六日 四 五〇〇 〃　　　人 137
〃 清酒 壱升 勘定濟四月三十日 一五 〇〇〇 岩沢信太郎 137
〃 清酒 八升 勘定濟四月十七日 一二 五〇〇 都田村役場 137
〃 清酒 壱升 ㊢ 二 〇〇〇 小野清作 137
〃 清酒 ５升二合五勺 勘定濟四月十七日 一〇 五〇〇 神代舎 137

138 ページ右上部に「5」の記載あり、139 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

四 一七 弐合空壜 壱百本 ㊢ □本店 138
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 弐合包紙 壱百五拾枚 ㊢ 〃　　　店 138
一八 キリンビール 六本 勘定濟 二 二五〇 宮原吉三郎 138
一九 寿印正油 半樽 勘定濟 二 〇〇〇 栗原助蔵 138
〃 種□ 三合 勘定濟 二四〇 〃　　　人 138
二一 清酒 二升 勘定濟 三 四〇〇 鈴木□吉 138
二二 正油出□ 壱俵 ㊢ 一 〇〇〇 岩岡庄作 138
〃 白砂糖 壱俵 勘定濟五月二日 二一 七〇〇 町田賢次 氏名の下に赤丸 138

〃 二三 楠誉三十度酎 壱瓶 ㊢ 八 三〇〇 沢新七 139
〃 寿印正油 半樽 ㊢ 二 〇〇 志村光蔵 金額の数字は入力のとおり欄が分かれている 139

〃 寿印正油 四半樽 ㊢ 八〇〇 〃　　　人 139
二四 清酒 壱升 勘定濟五月二十一 一 八〇〇 鴨志田彦四郎 氏名の横に（□所□入使）と記入 139
二六 寿印正油 四半樽 勘定濟五月十一日 一 〇五〇 酒匃川吉五郎 139
〃 雑槇 五束 勘定濟四月廿六日 九〇〇 宮原吉五郎 氏名の下に〇 139
〃 固木槇 五束 勘定濟四月廿六日 一 〇五〇 〃　　　人 氏名の下に〇 139
〃 味醂 壱合 勘定濟五月三十日 二〇〇 江原実 139
〃 清酒 五合 勘定濟五月三十日 一 〇〇〇 〃　　　人 金額欄に「一□〇〇」二重線で消されている 139

140 ページ右上部と中央よりに「5」の記載あり　
141 ページ左上部に「薄井」の朱印あり（上下逆さ
に押印）

四 二七 寿印正油 四半樽 勘定濟五月廿五日 一 〇五〇 菅沼虫三郎 140
〃 二八 黄双糖 七〆四百拾匁 勘定濟五月二日 七 八一〇 町田□ 氏名の下に赤丸 140

〃 大豆 三斗 勘定濟五月二日 四 七六〇 町田賢治 氏名の下に赤丸 140
三〇 天光糖 一〆匁 勘定濟五月三日 一 一五〇 吉野㐂作 140

〃 〃 白砂ト 壱俵 勘定濟五月二日 一一 七〇〇 町田賢治 140
〃 〃一 分密糖 壱俵袋 勘定濟五月二日 二五 三五〇 〃　　　人 140
五 ー 清酒 壱升 勘定濟五月四日 二 〇〇〇 豊島仙蔵 日付の上に「5」と書かれている 140

三〇 分密糖 七〆貮匁 勘定濟五月二日 七 七〇〇 町田賢治 140
五 三 ■印正油 半墫 ㊢ 二 三五〇 笠原□蔵 ■は亀甲に「穂」 141

四 白砂糖 壱俵 勘定濟五月七日 二一 七〇〇 町田賢治 141
三 満刕大豆 壱俵 勘定濟五月廿六日 九 〇四〇 鈴木貞三 數量の下に「21112」と書かれている 141

〃 入金□拾円也 上　二十三〆百匁正
百四十二斤四｜　百斤

勘定濟五月廿六日
受入 〃　　　人 141

〃 陽輝印正油 半墫 勘定濟五月十三日 二 七〇〇 前田浅吉 141
四 二合壜詰 七板本 勘定濟五月八日 二四 五〇〇 鳥山覚次郎 141
〃 白砂糖 八〆め 勘定濟五月七日 一〇 八五〇 町田賢治 數量の右に「サタイ」と書かれている 141
〃 正酒粕 壱俵 ㊢ 一 〇〇〇 遠藤銀次郎 品名の横に×が書かれている 141

白砂糖 壱俵 勘定五月七日 二一 二〇〇 町田賢治 141
142 ページ右上部に「5」の記載あり、143 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

五 四 分密糖 百五十斤入壱袋 勘定濟五月七日 二五 四〇〇 町田賢治 142
四 陽輝印正油 九入カ 勘定濟五月廿五日 五〇〇 郷直吉 142

受入 五 清酒 壱本壱□□合 勘定濟 一五 〇〇〇 平本順太郎 日付けの上に「五月六日」と書かれている。項目全
体に取り消し線が引かれている。 142

六 清酒 三本 勘定濟五月七日 四 五〇〇 萩野伊勢松 142
七 石灰 壱俵 勘定濟五月三十日 六五〇 松原長行 142

八 固木槇 五束 勘定濟五月二十六
日 一 〇五〇 宮原□五郎 氏名の下に〇 142

〃 雑木槇 五束 勘定濟五月二十六
日 九〇〇 〃　　　人 氏名の下に〇 142

〃 清酒代 ㊢ 一 〇〇〇 角田連蔵 142
〃 九 白砂糖 貮斤 勘定濟五月三十日 四六〇 江原実 143

〃 固木槇 五束 勘定濟五月三十日 一 〇五〇 〃　　　人 143
一三 白砂糖 壱俵 勘定濟五月廿三日 二一、 〇〇〇 町田賢治 143
〃 虎印石油 壱鑵 勘定濟五月十七日 二 七五〇 内藤孝親 143
一五 寿印正油　正味 壱墫 勘定濟五月十五日 三 一〇〇 東方　源東院 143
〃 清酒 九合 勘定濟五月十六日 一 五〇〇 小川千代松 143

一六 大関印酒 弐升 勘定濟五月二十九
日 四 八〇〇 相原忍 143

〃 入金五円也 受入 勘定濟五月廿九日 〃　　　人 143

一七 宝印酎 壱瓶 勘定濟五月二十三
日 八 〇〇〇 毛木栄八 143

144 ページ右上部に「5」の記載あり、145 ページ
左上部に「薄井」の押印あり（上下逆さに押印）

五 一八 陽輝印正油 半墫 五月十八日　勘定
濟 二 七〇〇 池辺　夏目住職 144

〃 5-13 備州大豆 壱袋 五月廿六　日勘定
濟 八 八八〇 鈴木貞三

品名、數量の欄左に「上二二・七〇〇匁正油三十九
□九ト」と書かれている。數量の下に「2 Ⅲ 2」と
書かれている。

144

〃 一九 重扇みりん 弐瓶 ㊢（逆さま）アサ
□〇 二五 〇〇〇 大野村上矢組　秋

元瀧三郎 144

〃 一九 壽印正油 四半樽 ㊢ 一 〇五〇 吉村一郎 144

二〇 清酒 九合 五月二十日　勘定
濟 一 三五〇 宮原吉五郎 144

二二 清酒 五合 五月二十二日　勘
定濟 七〇〇 町田賢治 144

〃 ■印正油 九合 此の分当日受入　
勘定濟 四三〇 宮原吉五郎 ■は亀甲に「穂」 144
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 固木槇 拾束 五月二十六日　勘
定濟 二 一〇〇 〃　　　人 144

〃 焼酎 九合 六月十九日　勘定
濟 一 〇〇〇 大谷佐吉郎 145

二三

酒空樽　白上十一本
二、四五　地廻コモ付
十六本　一、八〇　仝
裸十四本　一、五五
上赤四本　一、四〇
裸□□二本　一、三〇

勘定濟 八五 六五〇 井上利久
品名の欄から數量の欄にかけて書かれている　「上
赤四本」の四は書き直されている　金額欄に薄く書
かれた日付の跡がある　金額は八七〇五〇と書かれ
たものが訂正されている

145

二五 直し酎 九合 ㊢ 一 二五〇 清水末吉 145
〃 清酒 一杯 ㊢ 二三〇 〃　　　人 145
二六 入金拾壱円参十　受入 ㊢ 佐野仙蔵 145

〃 備洲大豆　 正百四十三斤　壱袋□
Ⅲ□

勘定濟　五月廿六
日 九 〇八〇 鈴木□蔵 145

〃 入正宗二印空壜六本入 ㊢ 一二〇 カ山　烏山角次郎 145
二七 入金七拾　　受入 ㊢ 中村学校 145

二八 焼酎 九合 六月十九日　勘定
濟 一 〇〇〇 大谷佐吉郎 145

146 ページ右上部に「5」の記載あり、147 ページ
左上部に「薄井」の押印あり（上下逆さに押印）

五 二八 天光糖 代 六月十九日　勘定
濟 五〇〇 大谷佐吉郎 146

二九 大関印清酒 壱升 五月十九日勘定濟　 二 四〇〇 相原忍 146
三〇 寿印正油正味 壱樽 ㊢ 三 〇〇〇 長津田　天野助三 146
〃 焼酎 代 勘定濟 一〇〇 佐野仙蔵 146
〃 上酒 五升　一四五〇□ ㊢ 七 二五〇 岩□勝三郎 146
〃 黒砂糖 壱貫匁 六日一日勘定濟 六七〇 三留源太郎 146
〃 清酒 壱合 六日一日勘定濟 一五〇 〃　　　人 146
〃 清酒 一升 ㊢ 一 五〇〇 川和部落 146

〃 三一 みりん 壱合 六月二十日勘定濟 二〇〇 江原実 147
〃 〃 酢 壱合 六月廿日勘定濟 五〇 〃　　　人 147
〃 〃 清酒 壱升 六月十六日勘定濟 一 五〇〇 大谷茂三郎 147
六 一 清酒 一升 ㊢ 一 五〇〇 川和部落 147

二 清酒 壱升 六月五日勘定濟 一 八〇〇 豊嶋政義 147
〃 清酢 五合 六月五日勘定濟 二五〇 〃　　　人 147
四 備洲大豆　 二袋□円四十六〆五匁 勘定濟 一八 三四〇 佐野仙蔵 147
〃 固木槇 拾束 六月〔　〕勘定濟 二 一〇〇 宮原吉五郎 勘定濟のスタンプの下に日付と思われる記述あり 147
五 白砂糖 参百匁 ㊢ 四三〇 川俣喜十郎 147

148 ページ欄外右上に「五年」と記載あり、149 ペー
ジ左上部に「薄井」の押印あり（上下逆さに押印）

六 九 入金線サイダー 四打 六月二十六日勘定
濟 中山彦左ヱ門 148

〃 一〇 天光糖 ５百匁 六月十一日 五八〇 飯田政之 148
〃 〃 清酢 五合 六月十一日勘定濟 二三〇 仝　　　人 148
〃 一一 砂糖五斤入ボール束 拾枚 ㊢ 四八〇 中山彦左ヱ門 148

一〇 清酒 弐升 六月十一日勘定濟 三 二〇〇 飯田政行 148
一一 白砂ト 壱俵 六月一九日勘定濟 二〇 四〇〇 町田□ 148

一三 白砂糖 壱俵 六月十九日　勘定
濟 二〇 四〇〇 仝　　　人 148

一四 黄双砂糖 上〆九貫二百匁　アフ上　
正八貫八百五〇匁　

六月十九日　勘定
濟 九 〇二〇 仝　　　人 148

〃 寿印正油 半樽 六月十六日勘定濟 二 〇〇〇 城所文次郎 149
〃 清酒 壱升八合 六月十六日勘定濟 二 七〇〇 〃　　　人 149
〃 清酢 九合 六月十六日勘定濟 四〇〇 〃　　　人 149
一五 清酒壱斗七升二合 （大先寺届け） 十五日勘定濟 二〇 〇〇〇 加藤福松 149
一八 キリンビール 半打 六月十八日勘定濟 二 二五〇 村岡染治 149
一九 石灰 壱俵 ㊢ 七〇〇 中村小學校 149
〃 黄双砂糖百五十斤入 壱袋 六月十九日勘定濟 二三 七七〇 町田賢治 149
〃 白砂糖 壱俵 六月十九日勘定濟 二〇 〇〇〇 〃　　　人 149
〃 味醂（壱升壜にて） 参升 ㊢ 藤田秋蔵 149

150 ページ右上部に「5」の記載あり、151 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

六 一九 楠誉印三十五度 壱瓶 ㊢ 藤田秋蔵 150
二二 白砂糖 一斤 六月廿八日勘定濟 二三〇 江原実 150
〃 固木槇 五束 六月廿八日勘定濟 一 〇五〇 〃　　　人 150
二四 キリンビール 二打 ㊢ 岩間勝三郎 150

七 一 楠誉印三十度酎 壱瓶 ㊢ 八 三〇〇 沢新七 150
〃 入金拾五円七十　 受入 ㊢ 〃　　　人 150
〃 入金弐拾五円也 受入 ㊢ 秋本瀧三郎 150
〃 入金壱円也 受入 ㊢ 天野助蔵 150
六 清酒 五升 九日　勘定濟 七 五〇〇 野村信衛 151
〃 陽輝印 壱樽 九日　勘定濟 四 三〇〇 仝　　　人 151
七 キリンビール 半打 七月廿日　勘定濟 二 一〇〇 藤田秋蔵 151

七 ■印正油 半樽 七月二十六日　勘
定濟 三 三五〇 都田署　三嶋巡査 ■は亀甲に「穂」 151

〃 天光糖 弐斤 七月廿六日　勘定
濟 三六〇ヵ 〃　　　人 151
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

八 ■印正油 半樽 ㊢ 二 三五〇 三留源太郎 ■は亀甲に「穂」 151
〃 清酒 六升 七月八日　勘定濟 七 八〇〇 杉浦嘉四郎 151
〃 白砂糖 五百匁 七月八日　勘定濟 六六〇 〃　　　人 151

入拾円七拾九　四りん ㊢　受入 永久保信 151
152 ページ右上部に「5」の記載あり、153 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

七 一一 清酒 壱升 ㊢ 一 五〇〇 川和区 品名「清酒」の字に重なり、薄く「入拾円七拾九　［　］
受入」とある 152

一二 入陽輝印空壱本入 ㊢ 内野正治 152

一四 清酒 二升 七月十四日　勘定
濟 三 〇〇〇 蕪木晴三 152

壱升空瓶 弐本 七月十四日　勘定
濟 一四〇 〃　　　人 152

一五 キリンレモン 壱打 ㊢ 二 三〇〇 相原忍 152
〃 楠誉印酎 壱瓶 ㊢ 八 〇〇〇 杉浦和吉 152

二二 佐倉炭 正入〆六百匁　壱俵　 七月廿二日　勘定
濟 三 〇一〇 妙蓮寺 152

〃 ザク炭 四〆九百匁　壱俵 七月廿二日　勘定
濟 一 七七〇ヵ 〃　　　人 金額の 2 文字目は他欄の金額を参照しました 152

二三 清酒 壱斗 七月廿五日　勘定
濟 五 〇〇〇 城所八左ヱ門 153

〃 清酢 九合 七月廿五日　勘定
濟 四六〇 〃　　　人 153

〃 ザラメ糖 五百匁 七月廿五日　勘定
濟 五三〇 〃　　　人 153

半紙ヵ 十帖 七月廿五日　勘定
濟 三五〇 〃　　　人 153

二四 清酒 参升 七月廿五日　勘定
濟 四 五〇〇 〃　　　人 153

二五 清酒 五升 七月廿日〔　〕　
勘定濟 八 〇〇〇 虫送ノ□　川和部

内 153

〃 キリンビール 三打入　壱函 七月三十一日　勘
定濟 八 〇〇〇 岩間勝三郎 153

八 一 清酒 弐升 ㊢ 二 九〇〇 〃　　　人 153
〃 〃 在入壜代 弐本 ㊢ 一四〇 〃　　　人 153

154 ページ右上部に「5」の記載あり、155 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

八 二 キリンビール 壱打 ㊢ 四 四〇〇 相原忍 154
〃 六 陽輝印 半樽 八月六日　勘定濟 二 七〇〇 柳下太善ヵ 154
〃 〃 焼酎 九合 八月六日　勘定濟 一 三五〇 〃　　　人 154
〃 〃 清酢 五合 八月六日　勘定濟 二二〇 〃　　　人 154
八 六 陽輝印正油 九合 八月七日　勘定濟 五〇〇 郷直吉 154
〃 七 入金壱円也 受入 ㊢ 岩岡庄作 154

一〇 富久娘印 壱樽 八月廿九　勘定濟 六五 〇〇〇 小泉重蔵 154
〃 右弐合瓶ペーパ包紙共 百二十五束 八月廿九　勘定濟 五 〇〇〇 仝　　　人 154
一一 入金六円弐十 受入 ㊢ 遠藤銀次郎 155

八 〃 富久娘印酒 壱斗 八月廿九　勘定濟 小泉重蔵 155

〃 〃 右入橋□□印 壱本 八円三十、戻り　
勘定濟 仝　　　人 155

〃 一二 寿印正油 四半樽 八月十五　勘定濟 一 〇五〇 吉村一郎 155

〃 一二 ■印正油（■は六角形の
中に「穂」（亀甲穂）） 半樽 八月二十九日 二 三五〇 三嶋部長 155

一三 入金五円八拾八銭也 ㊢ □本家 155
〃 入金参円也 受入 ㊢ 山本熊太郎 155
〃 入金六円七十 受入 ㊢ 相原忍 155
一四 白砂糖 壱俵 ㊢ 町田賢治 155

156 ページ右上部に「5」の記載あり、157 ページ
左上部に「□□」の押印あり

八 一七 焼酎 九合 八月二十　勘定濟 一 〇〇〇 大谷佐吉郎 156

〃 三 陽輝印正油 半樽 八月三十□　勘定
濟 二 七〇〇 斉藤清章 156

〃 二五 満州大豆 □□二十三〆五百匁
壱袋　２×０ 九月十八　勘定濟 佐野仙蔵 156

二七 二合キカイ空 二十本 九月九　相濟 □壱□ 156
二八 換空叺 壱百枚 九月九　勘定濟 一 〇〇〇 井上利久 156
二九 換空叺 壱百枚 九月九日　勘定濟 一 〇〇〇 仝　　　人 156
〃 〃 九拾枚 九月九日　勘定濟 九〇〇 仝　　　人 156

三一 寿印正油 半樽 九月十　勘定濟 二 〇〇〇 中村床屋　□□長
五郎 156

〃 石灰 弐俵 十月三日　勘定濟 一 三〇〇 相原自動車 氏名欄の下に✓あり 157
九 二 □印石油 壱鑵 九月二日　勘定濟 二 六五〇 内藤孝親 □は ｢虎｣ か 157
〃 〃 キリンビール 壱打 九月二日　勘定濟 四 四〇〇 相原忍 157
〃 〃 醤油 壱升 九月二日　勘定濟 二 四〇〇 〃　　　人 157

九 三 満州豆
上〆二十三〆八百四十匁　
凡三斤　百四十七厘
壱袋　□□□

九月三日　勘定濟 九 三三〇 鈴木貞蔵 157

九 四 酎代 壱升 九月十八　勘定濟 一 一〇〇 大谷佐吉郎 157
〃 五 陽輝印正油 壱升 勘定濟 五〇〇 小川竹千代 157
〃 六 寿印正油 半樽 九月十三　勘定濟 二 〇〇〇 前田順蔵 157
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 二合空ビン 七十本 　 ■□店 ■は家印の「𠆢万」　□は「支」か 157
159 ページ左上部に「薄井」の押印あり

九 七 ■印正油 半樽 九月七日　勘定濟 二 三五〇 山本□太郎 ■は亀甲に「穂」 158
〃 八 正油代 不足 十月九日　勘定濟 五〇 安田㐂宣 158
〃 一三 石灰 貳俵 十月三日　勘定濟 一 三〇〇 相原長行 氏名欄の下に✓あり 158

〃 黒砂ト 壱匁 十二月十九　勘定
濟 六七〇 野村徳次郎 氏名欄の下に赤で✓あり 158

〃 〃 石灰 参俵 十月三日　勘定濟 一 九五〇 相原長行 氏名欄の下に✓あり 158

一四 白鳳サイダー 九月十七日　弐百本
本アサ〇　戻り
一五三本　〃空瓶
二十七本　賣瓶
四十七本　勘定濟

五四〇　
五六四〇　
5100 □入

西店 値段の「五四〇」は朱書きで記入 158

〃 陽輝印正油 半樽 九月三十日　勘定
濟 二 六〇〇 正木□長 158

〃 清酒 壱升 九月十四日　勘定
濟　 一 三五〇 相原忍 158

〃 味醂 壱升 九月七日　勘定濟 一 八〇〇 〃　　　人 金額は「二〇〇〇」を二重線で消し「一八〇〇」と
記載されている。 159

〃 醤油 五升 十月三日　勘定濟 七 五〇〇 松原長郎 氏名欄の下に✓あり 159
一五 ■印正油 半樽 ㊢ 二 二五〇 三田源太郎 ■は亀甲に「穂」 159

〃 砂糖代 不足 勘定濟九月二十
一、 二〇 佐藤静治 159

一六 寿印正油 四半樽 勘定濟十一月十
九、 一 〇〇〇 野村徳次郎 159

一七 入金弐拾七円六拾八銭
受入 ㊢ 川和消防組　西店

ヨリ入 159

〃 焼酎　壱□ビン入 弐本半 勘定濟九月十九、 二 五〇〇 瑞雲寺 159
〃 陽輝印正油 九合 勘定濟九月十九、 四五〇 〃　　　人 159

九 二十 ■種油 壱凾（アロズエス） 相濟戻り 中山彦左衛門 159
161 ページ左上部に「薄井」の押印あり

九 二三 清酒 二合五勺 勘定濟九月廾六日 五〇〇 サエド藤浦健 160
〃 二四 壽印醤油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 杉浦和吉 160
〃 二六 清酒 四升 勘定濟九月廾六日 六 〇〇〇 川和消防組　 160
九 二八 入金三円〇四銭 受入 ㊢ 岩居勝三郎 160

二九 ■印正油 半樽 勘定濟十月二十五
日 二 二五〇 三嶋部長 ■は亀甲に「穂」 160

〃 天光糖 弐斤 勘定濟十月二十五
日 三六〇 〃　〃 160

三〇 入金七拾銭　 受入 ㊢ 中村学校 160
一〇 三 一入正油樽縄 九十本 勘定濟十月十八日 九〇〇 井上利久 160

〃 入金弐円也 受入 ㊢ 中山安太郎 161
六 佐倉炭此十七〆百六十匁 壱俵 勘定濟壱円受入 二 五一〇 郷直吉 161

七 陽輝印正油 半樽 勘定濟十月二十八
日 二 六〇〇 新藤巡査部長惣助 161

八 蠣灰 六俵 勘定濟十月十三日 四 〇八〇 福田正作 161
〃 角又 壹貫匁 勘定濟十月十三日 三 〇〇〇 〃　　　人 161
一〇 陽輝印正油 正味壱樽 勘定濟壱円入金 三 九〇〇 内野正次 161

〃 入金弐拾壱円也 受入 ㊢（大正十三年分
セメント代） 都田村役場 161

一四 陽輝印正油 九合 勘定濟十月十四日 四五〇 青木光重 161
〃 種油 弐合 勘定濟十月十四日 一四 〃　〃 161

163 ページ左上部に「薄井」の押印あり
一〇 一四 清酒 五合 勘定濟十一日 七五〇 城所九十郎 162

〃 種油 代 勘定濟十一日 五〇〇 〃　　　人 162
〃 入金壱円也 受入 勘定濟十一日 〃　　　人 162
〃 黒砂ト 五百匁 勘定濟十一日 三三〇 〃　　　人 162
一五 清酒 六升六合 勘定濟十月二十日 一〇 〇〇〇 八幡神社 162
一六 清酒 三升 勘定濟十月十八日 四 二〇〇 和田みち 162
〃 陽輝印正油 四半樽 勘定濟十月十八日 一 三五〇 〃　　　人 162
〃 寿印正油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 近藤恒雄 162

一七 正宗弐合瓶詰 七十弐本 勘定濟十月十九日
三本戻り 二一 六〇〇 市藤得次郎 163

一九 陽輝印正油 半樽 勘定濟十月二十五
日 二 六〇〇 巡査村杉頼行 163

二〇 入金四円五十 受入 ㊢ 川和局 163
〃 焼酎 代 ㊢ 一〇〇 佐野仙蔵 163
一七
分 酎代 ㊢ 一〇〇 仝　　　人 163

二三 酎代 ㊢ 一〇〇 仝　　　人 163

二四 NO2　精糖 壱俵 二十五日朝戻り相
濟 □□店 163

二五 焼酎 代 ㊢ 一〇〇 佐野仙蔵 163

二六 虎印石油 壱かん 勘定濟十月三十一
日 二 六五〇 内藤孝親 163

164 ページ右上部に「5」の記載あり、165 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

一〇 二七 ■種油 壱亟 ㊢ 九 八〇〇 佐野仙蔵 ■は一の下に「川」（いっせん） 164
〃 〃 酎代 ㊢ 一〇〇 仝　　　人 164
〃 三一 入金弐円五十 受入 ㊢ 中山保太郎 164
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 三〇 酎代 ㊢ 一〇〇 佐野仙蔵 164
一一 三 □□灰 ×俵 ㊢ 六 五〇〇 横溝惣入 勘定濟が×で消してある 164
〃 〃 角又 十一〆五百匁 ㊢ 四 五〇〇 仝　　　人 164
〃 四 天光糖代 ㊢ 五〇〇 近藤恒雄 164
〃 五 黄双糖 壱俵 ㊢ 町田賢次 164

一一 清酒 壱升 勘定濟十一月十三
日 一 八〇〇

都筑郡農□（都筑
郡神職會に立得）
写ヵ

165

一三 清酒 壱升 ㊢ 一 四〇〇 岩間運送店 165
一四 清酒 半樽 ㊢ 二五 〇〇〇 小野清作 165
〃 右入樽 半分代 ㊢ 九〇〇 〃　　　人 165

一二 入酒空樽 六拾参本 勘定濟四二 . 三九
地廻二円 井上利久 165

〃 入酒縄 貳本 勘定濟十一月廿四
日 〃 165

一六 入酒縄 五拾本 勘定濟十一月廿四
日 〃 165

一九 清酒 九合 勘定濟十一月廿一
日 一 五〇〇 伊藤□七 氏名欄に ｢東｣ と書いて消して ｢藤｣ と書き直して

いる 165

二一 焼酎 九合 勘定濟 一 〇〇〇 平本小三郎 165
166 ページ右上部に「5」の記載あり、167 ページ
左上部に「薄井」の押印あり

一一 二三 陽輝印正油 半樽 勘定濟 二 六〇〇 正木部長 166

二五 焼酎 九合 勘定濟十一月廿五
日 一 〇〇〇 中山粂吉 166

二七 清酒 五升 勘定濟十一月二十
七日 七 五〇〇 八幡神社 166

二八 黄双糖 壱斤 勘定濟 一七〇 郷直吉 166
〃 白砂糖 弐斤 勘定濟 四四〇 〃　　　人 166
二九 入金弐拾五円也 受入 ㊢ 小野清作 166

一 二九 入酒立縄 拾本 勘定濟十一月廿四
日勘定ノ時済ヵ 井上利久 166

〃 〃 入正油立縄 貳拾本 勘定濟　十月五日 二〇〇 井上利久 166
三〇 両国橋印酒 壱斗壱升三合 ㊢ 二〇 〇〇〇 浅沼東作 167

一二 一 二合正宗壜詰 百三十本 勘定濟十二月三日 三九 〇〇〇 亡　落合勝五郎 167
〃 一 入酒空樽壱本入 ㊢ 一 八〇〇 小野清作 167

〃 〃 清酒 五升 勘定濟　十二月二
日 六 〇〇〇 川和消防組 167

〃 二 万上みりん 壱瓶 勘定濟　六、一月
九日 一 〇〇〇 秋元瀧三郎 167

〃 三 陽輝印正油 半樽　12.27 勘定濟 二 六〇〇 三嶋部長
品名に亀甲穂を二重線で消して陽輝印に訂正してい
る。金額は「二二五〇」を二重線で消して「二六〇〇」
と記載されている。

167

〃 四 両国橋印壱味壜 五本 勘定濟十二月四日 八 五〇〇 中嶋残祐ヵ 167

〃 〃 陽輝印正油 半樽 勘定濟十二月廿六
日 二 六〇〇 新藤部長（惣助） 167

〃 〃 富久娘壱升入 壱本 勘定濟十二月廿六
日 一 八五〇 〃　　　人 167

169 ページ左上部に「薄井」の押印あり
一二 五 雑木槇 □束 勘定濟 〇〇〇 志田熊吉 168

〃 入正油空樽 五拾壱本 勘定濟十二月十六
日 井上利久 168

〃 入正油壜 六十本 勘定濟十二月五日 六〇〇 〃　　　人 168
八 ■印正油 半樽 ㊢ 二 二五〇 三留源太郎 ■は亀甲に「穂」 168

〃 入正油空樽 三十七本 勘定濟十二月十六
日 井上利久 168

〃 入正油空樽 七本　孤付四　ハダカ三 勘定濟十二月十六
日 井上利久 數量欄孤付四　ハダカ三 168

〃 入酒立縄 十五本 勘定濟十二月十六
日 井上利久 168

一二 一〇 楢角俵 壱俵 勘定濟十二月十日 一 三五〇 妙蓮寺 168
〃 〃 ざく炭 壱俵五〆九百匁 勘定濟十二月十 一 五九〇 〃　　　寺 數量欄左下に五〆九百匁と記入 169

〃 正宗四合壜 六拾本 勘定濟十二月十六
日 三九 〇〇 篠原道三 169

一一 〃 三拾本 勘定濟十二月十六
日 九 五〇〇 〃　　　人 169

一四 石油（虎印） 壱鑵 二 六五〇 内藤孝親 一行全て赤の二重線が引かれている 169

一五 清酒 五升 勘定濟十二月十八
日 七 五〇〇 吉原権七 169

〃 正宗二合 百二十本 勘定濟十二月十八
日 三九 六〇〇 〃　　　人 169

一六 清酒 五升 勘定濟十二月十八
日 七 五〇〇 〃　　　人 169

〃 一六 清酒 壱升 勘定濟十二月十六
日 一 〇〇〇 小川千代松 169

〃 〃 砂糖 壱〆め 勘定濟十二月二十
一日 七三〇 志田利助 169

171 ページ左上部に「薄井」の押印あり

十二 十五 入白鹿印空樽 壱本 勘定濟十二月二十
一日 一 六〇〇 井上利久 170
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 一七 大関印酒壱升入 壱本 勘定濟十二月十七
日 二 二五〇 相原忍 170

一八 正宗弐合壜詰 七拾五本 勘定濟十二月二十
二日 二四 七五〇 篠原道三 170

〃 一九 入清酒空樽 拾本 勘定濟十二月二十
一日 井上利久 數量欄下にコモハダカと記入、金額欄に二八と記入

あり 170

〃 〃 入酒樽立縄 拾本 勘定濟十二月二十
一日 井上利久 170

二〇 清酒 弐升　 勘定濟十二月二十
六日 二 〇〇〇 野村先生 170

二二 塩代不足分立替 勘定濟 三〇〇 佐藤㐂十郎 170
二三 キリンビール 壱打 勘定濟 四 〇〇〇 前田慎助 170
二四 寿印正油 半樽 勘定濟 一 九〇〇 松下弥吉 171
〃 清酒 五升 勘定濟 七 〇〇〇 仝　　　人 171
〃 黒砂糖 五百匁 勘定濟 三六〇 仝　　　人 171
〃 清酢 五合 勘定濟 二〇〇 仝　　　人 171

〃 二四 酒空樽 六拾八本 勘定濟十二月三十
一日 七六 五四〇 井上利久 171

内譯地廻白ガラ拾九本、
地白付ガラ二十九本、
赤下ガラ貳拾壱本

171

二六 二合壜詰 八十本 330 勘定濟十二月二十
八日 二六 四〇〇 榎下平本源次郎 171

〃 入金七円九十 受入 ㊢ 萩野熊吉 171
〃 楠誉印酎 壱瓶 ㊢ 七 二〇〇 〃　　　人 171

172 ページ右上部に「薄井」の押印あり、173 ペー
ジ左上部に ｢六年」「薄井」の押印あり

一二 二七 入正油樽 六本 勘定濟十二月三十
一日、二 111.0 井上利久 172

〃 砂糖空俵 七枚
勘定濟十二月
三十一日　七〇、
四八　三〇、一二

〃　　　人 172

二八 万上みりん 壱瓶 勘定濟六ノ一月乃
日ヵ 一一 〇〇〇 秋元瀧三郎 172

〃 入酒空樽 拾貳本コモ六ハダカ六 勘定濟十二月三十
一日 井上利久 172

二九 姫百合印酒 壱樽 ㊢ノ入り 三五 五五〇 秋元圑八 欄内に〆　品名に二三〇〇　三六〇〇　四斗〇四合 172
三〇 稲正宗印酒 壱樽 ㊢ 五五 〇〇〇 大久保勝三郎 172
〃 入七円五十壱 受入 ㊢ 三留源太郎 172
〃 白鹿弓誉酎折合わせ 半樽 ㊢ 二六 二五〇 岩間勝三郎 172
〃 右樽代 半樽代 ㊢ 一 二五〇 仝　　　人 173
〃 入金五円也 受入 ㊢ 瑞雲寺 173

三一 大関印酒 壱升 勘定濟十二月三十
一日 二 二〇〇 相原忍 173

〃 上味醂 壱升 勘定濟十二月三十
一日 一 六〇〇 〃　　　人 173

〃 入金弐拾八円九十 受入 ㊢ 岩間運送店 173
〃 清酒 壱斗 ㊢ 一二 〇〇〇 城所庄三郎 173
〃 右入瓶 壱本 ㊢ 一五〇 仝　　　人 173

一 二 預り 参円六拾 相渡 岩沢福蔵 173
〃 〃 預り 拾円也 勘定濟 西店 173

174ページ右上部に「6」の記載と「薄井」の押印あり、
175 ページ左上部に「薄井」の押印あり

一 二 預り陽輝正油　酒一升 出荷濟 地廻　三要鑑 174
二 預り陽輝印正油 出荷濟 市ヶ尾　そばや 174
三 清酒 五升 勘定濟一月四日 六 〇〇〇 川和消防組 174

一 三 清酒代残金 勘定濟 一〇〇 内藤孝親 174
一 五 清酒 壱升八合 勘定濟一月十五日 二 七〇〇 福田伴蔵 174
〃 七 清酒 九合 勘定濟一月十五日 一 三五〇 福田伴蔵 174
〃 六 清酒 四升 勘定濟一月廿八日 三 二四〇 野村徳次郎 174
〃 〃 清酒 壱升 勘定濟一月廿八日 一 〇八〇 〃　　　人 174
〃 〃 黒砂糖 壱貫目 勘定濟一月廿八日 六七〇 〃　　　人 175
〃 〃 白砂糖 五百匁 勘定濟一月廿八日 七〇〇 〃　　　人 175
〃 八 清酒 壱斗 勘定濟二月八日 一一 二五〇 相原長行 175
6,12,
5、 二九 両国橋印酒 壱樽 六二 五〇〇 酒井イワ 月の欄に算用数字で 6,12,5 と記入あり。乙号へ□

番と記入ありｌ。赤二重線で消してある。 175

一 一一 富久娘印 五升一月十一日 勘定濟 一 〇〇〇 霜嶋新七 175
一四 清酒 壱斗 勘定濟 一〇 〇〇〇 榎下荒井太吉 175
〃 清酒 参升 勘定濟 六 〇〇〇 郡農會 175
〃 入立縄 三十本 勘定濟一月廿七日 井上利久 175

〃 入樽 勘定濟一月廿七日 五 七〇〇 〃　　　人 品名枠内に上地廻り二、マク○　上白一、サス○と
記入あり 175

176 ページ右上部に [ 薄井」の押印あり、177 ペー
ジ左上部に「薄井」の押印あり

一 一四 入前菰 五枚 勘定濟一月廿七日 井上利久 176
〃 入樽上内菰縄付二 拾本 勘定濟一月廿七日 〃　　　人 176
〃 入裸新樽 壱本 勘定濟一月廿七日 二 〇〇〇 〃　　　人 176
〃 入上地廻り 弐本 勘定濟一月廿七日 三 二〇〇 〃　　　人 176
〃 入立縄 五本 勘定濟一月廿七日 〃　　　人 176
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

一五 樽酒 五升 勘定濟 六 〇〇〇 川和消防組 176
〃 清酒 五合 ㊢ 七五〇 宮原吉五郎 金額欄に九〇と書かれたのが消してある 176

〃
入酒空樽　上一空
　　　　　並一空 
　　　　　上二空

五本　二 , 五〇 
五本　二 , ○〇 
十一本　一 , 六〇

勘定濟一月廿七日 井上利久 176

〃 金壱百円也 酒空樽 勘定濟一月廿七日 仝　　　人 勘定濟の下に記入あり、判読不明 177
十三
日分 入醤油空樽 弐本 勘定濟一月廿七日 六四〇 仝　　　人 177

十六
日 清酒 代 勘定濟二月五日 一 〇〇〇 大谷由蔵 177

一七 陽輝印醬油 半樽 勘定濟一月十九日 二 六〇〇 武道會 177
〃 入酒空樽 拾本 勘定濟一月廿七日 井上利久 177
〃 入立縄 七□助 勘定濟一月廿七日 仝　　　人 177
十八 寿印正油 半樽 勘定濟 1-18 一 九〇〇 岩沢信太郎 177

〃 清酒 半樽 勘定濟一月二十日 二二 五〇 城所八郎右衛門 金額は入力のとおり「二二」と「五〇」に分かれて
いる。 177

〃 右樽半分代 勘定濟一月二十日 一 三〇〇 〃　　　人 177
178 ページ右上部に [ 薄井」の押印あり、179 ペー
ジ左上部に「薄井」の押印あり

一 十八 黄双糖 五百匁 勘定濟一月二十日 五二〇 城所八郎右衛門 178
〃 酎代 勘定濟一月二十日 四〇〇 〃　　　人 178
〃 ザラメ糖 壱袋 勘定濟一月二一日 一七 九二五 町田賢治 178
〃 白砂糖 半俵 勘定濟一月廿一日 一〇 一五〇 町田賢治 金額の欄は「一〇三」が二重線で消されている。 178

一 十九 寿印醬油 四半樽 ㊢ 一 〇〇〇 藤田梅吉 178
〃 廾 清酒 九合 勘定濟 一 三五〇 菊地亀松 178
一 二一 陽輝印正油 半樽 勘定濟 二 六〇〇 正木部長 178
一 二二 □灰 拾俵 勘定濟 五 〇〇〇 横溝惣八 □は虫偏に灰 178
仝 仝 寿印正油 半樽 勘定濟 一 九〇〇 清水長五郎 179
仝 仝 寿印正油 四半樽 勘定濟 一 〇〇〇 岩沢定吉 179
〃 二三 白砂糖 壱俵 ㊢ 町田賢次 179
〃 二三 白砂糖 弐斤 ㊢ 四四〇 藤田梅吉 179
〃 二三 黄双糖 弐斤 ㊢ 三四〇 仝　　　人 179

〃 二三 清酒 四舛 勘定濟一月二十六
日 五 二〇 信田新五郎 金額は入力のとおり「五」と「二〇」に分かれている。 179

〃 〃 陽輝印正油樽付 半樽 勘定濟一月二十六
日 二

六〇　二
月一日桶

戻し
仝　　　人 金額は入力のとおり「二」と「六〇」に分かれている。 179

〃 二三 入清酒空樽 拾貳本次白二、地一□ 勘定濟一月廿七日 井上利久 179
〃 二三 入醤油縄 拾貳　　9 勘定濟一月廿七日 井上利久 179

180 ページ右上部に [ 薄井」の押印あり、181 ペー
ジ左上部に「薄井」の押印あり

一 二五 入酒空樽白上　二、　
次白　一 参本 勘定濟一月廿七日 井上利久 180

〃 〃 入酒立縄 五拾貳本 勘定濟一月廿七日 井上利久 180

〃 二八 入酒空樽白上　コモ二、
ハダカ 二 四本 勘定濟一月廿七日 井上利久 180

〃 二九 入酒空樽コモ付白上 壱本 勘定濟一月廿七日 井上利久 180
〃 丗 正油代残金 勘定濟二月八日 五〇 鴨志田彦三郎 180
〃 三一 入弐拾円也 受入 ㊢ 清沼松蔵 180
〃 〃 入五拾銭 受入 ㊢ 中丸喜平 180
二 一 清酒 三升 勘定濟二月七日 五 〇〇〇 角田定吉 180

二 三 大関 九合 勘定濟二月二十三
日 二 二〇〇 相原忍 181

〃 四 清酒 九合 勘定濟四月三十日 二 〇〇〇 村岡染治 181
〃 〃 白砂ト 壱俵 ㊢ 一九 五〇〇 町田屋 181

〃
三十
一日
分

入酒空樽　コモ付一
ハダカ一　白上 貳本 勘定濟二月二十七

日 井上利久 181

〃 五 壽印正油 半樽 勘定濟六月二十二
日入 一 九〇〇 川和　前田順蔵 181

〃 〃 並正油樽 壱本 勘定濟六月二十二
日入 二〇〇 前田順蔵 181

〃 八 寿印正油正味 壱樽 受入　勘定濟 二 六〇〇 佐野仙蔵 181
〃 八 入弐円五拾銭 受入 勘定濟 〃　　　人 181
〃 九 清酒 壱斗五升 勘定濟二月十一日 二二 五〇〇 馬場修次郎 181

182 ページ右上部に [ 薄井」の押印あり、183 ペー
ジ左上部に「薄井」の押印あり

二 九 分密糖 三〆め 勘定濟三月二日 二 七〇〇 松沢小太郎 182

二 七 入酒空樽　白上 三本 勘定濟二月二十七
日 井上利久 182

〃 〃 入酒立縄 三本 勘定濟二月二十七
日 〃　　　人 182

二 九 入酒空樽　白上　コモ参　
ハダカ一 四本 勘定濟二月二十七

日 井上利久 182

〃 十 清酒 壱升 勘定濟一月十一日 一五 〇〇〇 馬場門造 182
〃 十一 陽輝印正油 九合 ㊢ 四五〇 江原實 182

〃 〃 清酒空樽（地廻り） 拾六本 勘定濟二月二十七
日 井上利久 182
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 〃 入清酒空樽白上　コモ一　
ハダカ一 貳本 勘定濟二月二十七

日 井上利久 182

〃 八 入正油空樽 六十本 勘定濟二月二十七
日 々　　　人 183

十三 清酒 弐舛 勘定濟二月二十日 三 〇〇〇 蕪木晴之 183
十五 正宗二合壜詰 七拾五本 勘定濟二月二十日 二二 五〇〇 〃　　　人 183
十六 清酒 五升 勘定濟 七 五〇〇 中山勝五郎 183
十七 二合壜詰 六十五本 勘定濟 二二 七五〇 〃　　　人 183
〃 白砂ト 正十二〆四斤二十匁 ㊢　〆 123 一五 二八〇 町田陽治 183
一八 油 一升 勘定濟三月二日 六五〇 大谷由蔵 183
二〇 壽印正油 正味壱樽 勘定濟二月二十日 九〇〇 源東院 183

二〇 入酒空樽（白上） 参本 勘定濟二月二十七
日 井上利久 183

185 ページ左上部に「薄井」の押印あり

二 二〇 入酒立縄 参本 勘定濟二月二十七
日 井上利久 184

〃 二二 清酒 四升 勘定濟二月二十四
日 六 〇〇〇 八幡神社 184

〃 二三 大関印酒 壱升 勘定濟二月二十三
日 二 二〇〇 相原忍 184

〃 二五 白砂ト 三百匁 勘定濟二月廿五日 四五〇 鮫嶋□吉 184
三 ニ 入金九円九拾銭 受入 ㊢ 杉浦利吉 184

〃 清酒 五舛　壱舛壱合六匁戻ル
参□入十四銭 勘定濟三月五日　 五 〇〇〇 齋藤ヤス子〔池辺

八百屋〕 184

三 白酒益 三本 勘定濟六月七日 二 一〇〇 相原忍 184

五 ■印正油（■は六角形に
穂のような字） 半樽 勘定濟 二 二五〇 觀音寺 184

五年
五 一一 杉原青木送り　本直シ 

八王子園送り　本直シ
二十瓶　二円也 
三十瓶　三円八十八銭 ㊢入荷元帳へ 五 四八〇 中埜酒店 185

参 六 一川印種油 壱瓶 勘定濟三月六日 九 八〇〇 佐野仙蔵 185

〃 一四 清酒 壱升壜入 
弐本 勘定濟 三 六〇〇 沢新七 185

〃 一六 佐久良炭　二俵 
ザク炭　一俵

四、〇二匁 
一、二六匁 勘定濟三月十六日 五 二八〇 妙蓮寺 185

〃 一七 清酒 壱升 勘定濟三月十九日 一 二〇〇 三ノ宮秀夫 185

〃 白　黒砂ト 壱〆 勘定濟三月十九日  
一

六六〇 
二五〇 〃人 185

〃 〃 種油 壱升五合 勘定濟六月八日 九七五 大谷由蔵 185
〃 一八 正宗二合壜 七拾本 勘定濟三月十九日 二一 〇〇 三ノ宮秀夫 185
〃 二〇 陽輝印正油 半樽 勘定濟三月甘八日 二 六〇〇 正木部長 185

左 187 ページ左上部に「薄井」の押印あり

三 二
二、

貮合壜 
□合ビン 壱百本 ㊢借入 ■山玉屋 ■はΛに「万」 186

〃 〃 二合包紙 貮百枚 ㊢〃 〃　　　人 186
〃 〃 二合キカイ 貮百個 ㊢〃 〃　　　人 186
〃 〃 桃山印酒 壱樽 勘定濟三月廿五日 四五 〇〇〇 関金作 186
〃 〃 二合ビンペイハ付 壱百六十六本 勘定濟三月廿五日 七 四貮〇ヵ 〃　　　人 186

〃 二三 石灰 壱俵 勘定濟三月二十三
日 六〇〇 池辺青年會

内田重太郎 186

〃 〃 清酒 参舛 勘定濟三月二十九
日 三 三〇〇 市川浅次郎 186

〃 〃 入金 勘定濟三月廿九日 二 〇〇〇 〃　　　人 186

三 廿三 二合正宗ペイパ 貮百組 三月三十一日現品
戻り ■山王屋 ■はΛに「万」訂正は二重線 187

〃 二四 角又 五百匁 ㊢ 一 二五〇 田西岸庄太 187
〃 〃 中かき灰 五叺 ㊢ 二 四〇〇 〃　　　人 187

二七 天光糖 五百匁 勘定濟三月三十日 五一〇 漆原金太郎 187
〃 壽印正油 半樽 勘定濟 一 九〇〇 鈴木毎雄 187
〃 右醤油樽 壱本 勘定濟 二〇〇 仝　　　人 187
丗 黄砂糖 百匁十斤入　壹俵 ㊢ 町田賢治 187
〃 清酒代 勘定濟四月二十日 一 一〇〇 大谷佐吉郎 187

丗壱 乕石油 壹鑵 勘定濟三月丗一日
入 二 四〇〇 青木光重 187

189 ページ左上部に「薄井」の押印あり
四 一 陽輝正油 半樽 勘定濟四月廿六日 二 六〇〇 三島部長 188

二 陽輝印正油 半樽 勘定濟四月六日 二 六〇〇 神屋部長 188
〃 二 石灰 弐俵 ㊢ 一 二〇〇 都田小学校 188

四 白砂糖 壱俵 ㊢ 町田屋 188
〃 〃 宝印酎 壱瓶 勘定濟五月廿八日 六 八〇〇 萩野熊吉 188

七 正油空樽 二百五十六本 
二百六拾一本 勘定濟四月廿六日 二五 六〇〇 井上利久 訂正は二重線 188

－ 九 大関 壹舛 勘定濟四月九日入 二 一五〇 相原忍 188
〃 〃 楠誉印酎 正味壱瓶 ㊢ 六 八〇〇 野村徳次郎 188
四 一〇 白砂糖 四貫匁 ㊢ 四 八〇〇 □□行　和田文蔵 □□は「浅沼」ヵ 189

〃 天光糖 五百匁 ㊢ 四六〇 〃　　　人 189
〃 清酢 壹舛 ㊢ 四〇〇 〃　　　人 189
〃 宝味醂 五合 ㊢ 七五〇 〃　　　人 189
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃

富久娘 
皆□二十五〆六百匁風五
〆八百匁正味四斗一升
二合入り壱升当り一円
四十五銭六り

壱樽 ㊢ 六〇 〇〇〇 浅沼松蔵 □は ｢掛｣ ヵ 189

四 一五 清酒 一升二合 勘定濟五月三十一
日 一 八〇〇 川和消防組 189

〃 〃 清酒 五升 勘定濟四月十七日 八 〇〇〇 八幡神社 189

四 一六 キリンサイダー 壱本 勘定濟同日写〆 一 九五〇 相原忍 金額は「二三〇〇」を二重線で消して「一九五〇」
と記載されている。 189

〃 一七 壽印正油 四半樽 勘定濟四月十七日 一 〇〇〇 岩沢信太朗（消え
かかっている） 189

191 ページ左上部に「薄井」の押印あり

四 十七 入佐倉炭 拾壱俵
勘定濟　正□
78,900　六月廿
七日

一七 九三〇 小島晴作 190

〃 入割カシ 壱俵
勘定濟　正□
7,100　六月廿七
日

一 五八〇 〃　　　人 190

〃 〃 虎印石油 壱鑵 勘定濟 二 四〇〇 内藤孝親 190
〃 〃 キリンビール 弐本 勘定濟四月十九日 七〇〇 廣瀬武藏 190

〃 一八 中貫 弐本 勘定濟五月三十一
日 三二〇 川和消防組 190

〃 〃 三尺枕木 弐拾本 勘定濟五月三十一
日 五〇〇 〃　〃 190

〃 〃
入富久娘 
元〆二十五〆六百匁　戻
り皆掛十四〆二百五十匁　
改メ一斗七升六合戻り

㊢ 二五　 六二六　浅沼松蔵 二五　六二五は赤字 190

〃 一九 黄双糖 四〆め ㊢ 町田治 190
〃 白双糖 壱俵 ㊢ 一八 六〇〇 〃　　　治 191

〃 二〇 二合壜詰 八拾本 勘定濟四月三十一
日 二四 〇〇〇 中山　宮田國□郎 191

〃 〃 黄双糖　百五十斤入 壱袋 ㊢ 町田治 191
〃 〃 白砂糖 壱俵 ㊢ 町田治 191

〃 〃 陽輝印 半樽 勘定濟　〃月二十
一日 二 六〇〇 横溝惣八 191

〃 二一 壽印醤油 四半樽 ㊢ 一 〇〇〇 藤田梅吉 191
〃 二〇 二合包紙 壱百枚 ㊢　借分 中山彦左ヱ門 191

〃 二三 醤油 壱々 勘定濟　四月二十
八日 一五〇 岩沢佛吉 191

〃 廿六 白砂糖 壱俵 ㊢ 町田治 191
左 193 ページ左上部に「薄井」の押印あり

四 二七 種油 壱舛五合 勘定濟　六月八日 九七五 大谷由蔵 192

〃 廿九 入佐倉炭 弐俵　正十四〆七百匁　
4,400

勘定濟　六月廿七
日 三 三四〇 小嶋晴作 192

〃 〃 入割カシ炭 壱俵　正七〆入百匁 4,50 勘定濟　六月廿七
日 一 七三〇 〃　　　人 192

五 壱 白砂糖 八斗六百匁 ㊢ 町田賢治 192
〃 三 壽印正油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 清水長次郎 192

五 五 入空瓶拾壱本入 勘定濟　五月廿八
日 一 六五〇 萩野熊吉 192

〃 六 楠誉印酎 壱瓶 勘定濟　六月二十
四日 六 八〇〇 信田サヨ 192

〃 □□十八俵

三ト　十五 
四ト　三 
□外　二 
ハレタ勘定濟　□味十〆
四百七十匁

勘定濟　三トニテ
俵四円三十銭 飯嶋□□□ 192

〃 〃 酎空瓶入 壹瓶 勘定濟　六月二十
四日 信田サヨ 193

七 大豆 九袋 勘定濟 五四 〇〇 佐野仙蔵 193
〃 入金　拾四円也 勘定濟　□〆 〃　　　人 193

〃 九 清酒 正味　貮斗 勘定濟 一四 〇〇〇 小泉勝五郎 193
〃 右入樽代 白鹿印 勘定濟 二 〇〇〇 小泉勝五郎 193

〃 一〇 上白米 一斗 勘定濟　五月三十
一日 二 〇〇〇 カジヤ　久保田 193

〃 陽輝印 五合 勘定濟　五月三十
一日 四五〇 〃　　　人 193

〃 上蠣灰 各拾叺 勘定濟　六月二十
四日

一四 
一五

四〇〇 
〇〇〇 妙蓮寺 193

〃 銀面角又 七〆目 勘定濟　六月二十
四日 七 五〇〇 仝　　　寺 193

195 ページ左上部に「薄井」の押印あり

五 一〇 生浜印蔦 六〆目 勘定濟　六月二十
四日 一二 〇〇〇 妙蓮寺 194

〃 一三 黒砂ト 五百匁 ㊢ 三三〇 野村徳次郎 194
〃 〃 サラメ 三百匁 ㊢ 三〇〇 〃　　　人 金額欄三三〇が三〇〇に二重線で訂正されている 194

一四 上蠣灰 五叺 ㊢ 横溝惣八 194
〃 一四 上酒 五合 勘定濟 一 〇〇〇 青木光重 194
〃 〃 精酢 壱合 勘定濟 〇五〇 仝　　　人 194
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 一五 ■印正油 半樽 勘定濟　六月九日 二 二五〇 植木屋　道三 ■は亀甲に「穂」 194

一七 上蠣灰 三十叺 勘定濟　六月廿四
日 一四 四〇〇 妙蓮寺 194

一六 上白米 一斗 勘定濟　五月三十
一日 二 〇〇〇 カジヤ　久保田 195

五 一八 壽印正油 半樽 勘定濟 一 九〇〇 村田勝蔵 195
〃 〃 右入樽 壱個 ㊢ 二〇〇 〃　　　人 195
〃 一九 入正油空樽 八　一　九本 勘定濟 井上利久 195
〃 〃 白砂糖 壹俵 ㊢ 一八 一〇〇 町田賢治 195
〃 廿 種油 壹舛 勘定濟　六月入日 六五〇 大谷由蔵 195
〃 廿 壽印正油 四半樽 ㊢ 一 〇〇〇 吉村市郎 195
〃 廿 佐倉炭 貮俵（正味拾六〆壱百匁）勘定濟　々月末〆 四 八三〇 妙蓮寺 195
五 廿一 陽輝印 九合 勘定濟　5.26 四五〇 小川千代松 195

197 ページ左上部に「薄井」の押印あり

五 二十
五 二合用ペイパ 壱百枚 ㊢ 中山彦左衛門 196

〃 二十
六 入弐合空ビン 七拾五本 ㊢ 〃　　　人 196

〃 二七 入五拾七□ 四拾五銭也 ㊢ 町田賢治 196

〃 〃 正宗弐合壜 六拾六本盃付 勘定濟　五月廿七
日 一九 八〇〇 署長送迎会 金額欄二一七八〇が二重線で削除されている 196

〃 〃 正宗弐合壜 壱本（追加分）（盃ハ印入
◦御まけ）ヵ 勘定済 三〇〇 同　所 196

〃 二八 金五拾本此□差引□み 空瓶代トシテ 受取済 天宗寺 196

〃 三〇 楠誉印酎 壱瓶 六月二十二日勘定
濟 落合理吉 196

六 七 キリンビール 壱打 勘定濟 三 六〇〇 相原忍 196
〃 〃 味醂 壱升 勘定濟 一 八〇〇 同人 197
〃 九 ■印醬油 壹樽正味 六月四日勘定濟 三 二〇〇 天野助蔵 ■は亀甲に「穂」 197
〃 一一 虎印石油 壹鑵 勘定濟 二 四〇〇 内藤孝親 197

〃 〃 虎印石油 壹鑵 六月廿七日・入勘
定濟 二 四〇〇 角田連蔵 勘定濟のハンコは逆さまに押したものに重ねて押し

ている 197

〃 一三 陽輝印醬油 半樽 六月二十六日勘定
濟 二 六〇〇 村杉巡査 197

〃 一四 楠誉誉印酎 六月十四日半瓶 勘定濟 三四八 信田彦太郎 197
〃 〃 右入瓶 六月十四日半分代 勘定濟 八〇 〃　　　人 197
〃 一五 入八分小星 五十個入壱俵 六月勘定濟 井上利久 197
〃 一五 陽輝印正油 九合 勘定濟 四五〇 髙橋吾吉 197

199 ページ左上部に「薄井」の押印あり
六月 一五 並白米 五升 勘定濟 一 〇〇〇 青木光重 198

〃 〃 壽印醤油 壹樽 六月十八日勘定濟 二 九〇〇 池辺　佐野広吉啓
助 198

〃 〃 天光糖 壱貫匁 六月十日勘定濟 一 〇〇〇 同　　　人 198
〃 〃 清酢 壱升 六月十日勘定濟 四〇〇 同　　　人 198
〃 〃 清酒 参升 六月十日勘定濟 四 五〇〇 同　　　人 198

〃 一六 陽輝印醤油 壹樽 六月十六日入勘定
済 三 八〇〇 笠原金蔵 198

〃 〃 天光糖 五百匁 六月十六日入勘定
済 五〇〇 笠原金蔵 198

〃 〃 長栄印みりん 壱瓶 ㊢ 九 八〇〇 秋本瀧三郎 198
〃 一七 種油（使大谷丑様ノ息子）貳合 ㊢ 一四〇 和田文蔵 199
〃 一九 楠誉印酎 壱瓶 ㊢ 六 八〇〇 杉浦増五郎 199

〃 〃 黒砂糖 五百匁 勘定濟□の□六月
十九日 三○○ 〃　　　人 199

〃 □ 入佐倉炭 六俵 勘定濟正一 60 貫
六月廿七日 一三 六五〇 小島晴作 199

〃 〃 カシ炭入 壹俵 勘定濟止 9,200 □
六月廿七日 二 四〇 〃　　　人 199

〃 〃 一川印種油 壱鑵 ㊢ 四 三○○ 町田賢治 199
〃 〃 白鳳サイダー 壹本 ㊢ 一五〇 同　　人 199

〃 二二 楠誉三十五度 弐瓶 勘定濟六月二十二
日 六 三○○ 米山金作 199

〃 〃 みりん 半瓶 勘定濟六月二十二
日 六 ○○○ 〃　　　人 199

201 ページ左上部に「薄井」の押印あり

六 二二 右入瓶半分代 勘定濟六月二十二
日 八〇 〃　　　人 200

〃 二二 ■印正油 半樽 勘定濟六月廿四 二 二五〇 中山秀五郎 ■は亀甲に「穂」 200
〃 〃 右入樽 □個 ㊢樽帳へ 二○○ □　　　人 200
〃 〃 陽輝印正油 半樽 勘定濟 二 六○○ 瑞雲寺 200
〃 二四 陽輝印醤油 半樽 勘定濟六月廿四 二 六〇〇 □下太善 200
〃 二六 ■印正油 半樽 勘定濟 二 二五〇 池之辺觀音寺 ■は亀甲に「穂」 200

〃 二七 三福本直し 壱瓶 勘定濟六月二十七
日 八 八○○ 渡辺傳左衛門 200

七 二 壽印醤油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 池辺植本屋　道三 200
七 二 入金六円八拾銭也受入 ㊢ 杉浦増五郎 201
〃 三 ■印醤油 半樽 ㊢ 二 二五〇 三留源太郎 ■は亀甲に「穂」 201

五 虎印石油 一鑵 勘定濟七月三十一
日 二 四〇〇 白土虎吉 201
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 陽輝印正油 九合 勘定濟 四五〇 〃　　　人 201
七 七 石灰 貮俵 一 二〇〇 都田小學校 赤二重線で全体を消してある 201
〃 八 清酒 壱升 勘定濟七月八日 一 三五〇 小川千代松 201
七 七 入金壱円貮拾銭也 ㊢ 都田小學校 201
七 一四 寶印酎 壱瓶 ㊢ 六 六〇〇 秋元團八 201

〃 右鉄道直扱貸立替 ㊢ 二〇〇 仝　　　人 201
203 ページ左上部に「薄井」の押印あり

七 一七 陽輝印醤油 壱升 勘定濟七月三十日 四五〇 白土虎吉 202
〃 一八 雜炭 壱俵 ㊢（正六貫八百匁） 一 七〇〇 キリスト教會 202

〃 廿貮 白砂糖 五百匁 勘定濟七月三十一
日 六〇〇 白土虎吉 202

七 二五 清酒 六升 勘定濟七月二十七
日 八 〇〇〇 八幡神社 202

〃 二六 上石灰 壱俵 ㊢ 五五〇 相原自動車運送店　
石井 202

〃　　
〃 二九 □入小麦　参等十八俵　

四等十三俵　　　 参拾壱俵 勘定濟 平野信太郎 202

〃 宝印酎 壱瓶 勘定濟 六 六〇〇 秋元瀧三郎 202
〃 右鉄道直扱料 勘定濟 二〇〇 仝　　　人 202

廿九 □入小麦　参等二八俵　
四等二俵　　　 参拾俵 勘定濟 平野信太郎 203

〃 入小麦　参等二三俵　
四等六俵　　　 弐拾九俵 勘定濟 〃　　　人 203

八 一 陽輝印正油 半樽 勘定濟八月二日 二 四〇〇 前田浅次郎 203
〃　 上白米 五升 勘定濟三十一日 一 〇五〇 柳沢 203

八 一 陽輝正油 壱升 勘定濟三十一日 四五〇 〃　〃 203
八 二 黄双糖 参百匁 勘定濟三十一日 三〇〇 〃　〃 203
八 二 黒松八咫烏印酒 壱樽 ㊢ 岩間運送店 203

八 二 白砂糖 五百匁 勘定濟八月三十一
日 六〇〇 白𡈽虎吉 203

八 三 天光糖 五百匁 勘定濟八月三十一
日 五〇〇 〃　　　人 203

205 ページ左上部に「落合」の押印あり

八 三 清酢 参合 勘定濟八月三十一
日 一五〇 白𡈽虎吉 204

〃　 四 雜木槇 七束 勘定濟八月三十一
日 九八〇 白𡈽虎吉 204

〃　 〃　 雜木枝 壱束 勘定濟八月三十一
日 八〇 白𡈽虎吉 204

〃　 五 入金四拾弐円四拾五銭受
入 ㊢ 秋元團八 204

〃　 六 入金五拾五円也 受入 ㊢五、一二、三〇
分酒代金 町田大久保勝之助 204

〃　 〃　 上白米 壱斗 勘定濟三十一日 一〇〇 柳澤 204
〃　 九 焼酎 三合五勺 勘定濟 三五〇 鈴木壽手蔵 204
八 一一 金線サイダー 壱凾 勘定濟ウス○ 中山彦左衛門 勘定濟印の下の文字不明 204
〃　 〃　 上酒 代 勘定濟八月四、 一 〇〇〇 中山徳次郎 205
八 一二 楠譽印酎 壱瓶 勘定濟九月三日 六 八〇〇 杉浦増五郎 205
〃　 一三 虎印石油 壱鑵 勘定濟三十日 二 二三〇 中山彦左ヱ門 205

〃　 〃　 虎印石油 壱鑵 勘定濟八月三十一
日 二 四〇〇 白𡈽虎吉 205

〃　 三福本直し 半樽 勘定濟品物戻ル 四 四〇〇 中山惣三郎 205
〃　 右樽半分代 勘定濟品物戻ル 七五 仝　人 205

〃　 〃　 楠譽印酎 壱瓶 勘定濟 六 八〇〇 鐵佐官□田西庄太 205
〃　 〃　 入金参円六拾五銭 受入 勘定濟 〃　　　人 205
〃　 〃　 入金五拾五銭 受入 ㊢ 松原長行 205

207 ページ左上部に「落合」の押印あり
八 一三 入四拾円七拾八銭 受入 ㊢ 河沼松蔵 206
〃　 〃　 入拾四銭 受入 ㊢ 和田文蔵 206
〃　 〃　 入四円拾五銭 受入 ㊢ 三田源太郎 206

〃　 一四 陽輝印醤油 九合 勘定濟八月三十一
日 四〇〇 白𡈽寅吉 206

一五 石灰 壱俵 勘定濟六月
二十九・入 四〇〇 津田青年團 206

〃　 上白米 壱斗 勘定濟三十一日 一〇〇 柳澤 206
一六 本直酎 壱舛 勘定濟 一 〇〇〇 中山惣三郎 206
〃　 キリンビール 弐本 勘定濟 六〇〇 大谷茂吉 206

〃　 一九 キリンビール 四本 勘定濟七、一、ニ
入 一 二〇〇 村岡染治 207

〃　 〃　 キリンビール（二合壜） 二本 勘定濟一、ニ入 四〇〇 同　　人 207
〃　 二〇 清酒代不足分貸し 十月二日 勘定濟 一 〇〇〇 大谷佐壱郎 207
〃　 二二 上白米 壱斗 勘定濟三十一日 一〇〇 柳沢 207
〃　 二三 黄双糖 壱百匁 勘定濟三十一日 一 〇〇〇 〃　　　人 207

〃　 入清酒空樽五拾弐本 新物四十本　改□十二本 支拂濟 一一 〇〇〇 井上利久 207
八 二五 上石灰 弐袋 勘定濟 九六〇 落合請負師 207

〃　 中石灰 弐袋 勘定濟 七六〇 仝　　　人 207
〃　 二六 焼酎代 残金 勘定濟九、一日 一二〇 大谷弥八 207

209 ページ左上部に「落合」の押印あり
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

八 二七 白砂糖 壱百匁 勘定濟三十一日 一二〇 桺澤 柳の変体字 208
〃　 黄双糖 一斤 勘定濟三十一日 一六〇 〃　　　人 208

九 二 陽輝印正油 壱升 勘定濟 9/22 四〇〇 半澤寅吉 208
九 五 陽輝印 九合 勘定濟 9/30 四〇〇 白𡈽寅吉 208

〃　 酎代 勘定濟 二〇〇 仙蔵 208

〃　 七 並石灰 壱俵 勘定濟九月二十九
日 四〇〇 都田小學校 208

〃　 清酒 九合 勘定濟 一 〇八〇 大谷弥八 208
八 分蜜糖 弐貫匁 ㊢ 一 七八〇 町田賢治 写は丸形朱印 208
〃　 陽輝印 半樽 ㊢ 二 四〇〇 仝　人 写は丸形朱印 209

九 九 清酒 壱舛八合 勘定濟 9/9 入 二 一六〇 大谷弥八 209
〃　 ■印正油 九合 勘定濟 三六〇 〃　　　人 ■は亀甲に「穂」 209
〃　 清酢 弐合 勘定濟 八〇 〃　　　人 209
〃　 天光糖 参百匁 勘定濟 三〇〇 〃　　　人 209
〃　 種油 弐合 勘定濟 一四〇 〃　　　人 209
〃　 清酒 九合 勘定濟 一 〇八〇 〃　　　人 209
一〇 清酒□國橋 正味壱升 勘定濟九月十日 二 〇〇〇 相原忍 両国橋ヵ 209
一一 入酒空樽 五拾四本 勘定濟　出入濟 井上利久 209

211 ページ左上部に「落合」の押印あり
九 十一 雑木槙 七束 9/30 勘定濟 九八〇 白𡈽寅吉 210

〃　 雑木枝 弐束 勘定濟 一六〇 〃　　　人 210
〃　 〃　 焼酎 壱合 勘定濟 一〇〇 青木光重 210
〃　 月落 焼酎 弐合 勘定濟 二〇〇 同　　　人 210

〃　 一二 酒空樽四拾七本預ケ 出入濟　九月十四
日　（　　） 井上利久 210

〃　 一三 焼酎 二合 勘定濟 二〇〇 青木光重 210

〃　 陽輝印 正壱升 九月十八日入　勘
定濟 四〇〇 髙橋吾吉 210

〃　 一三 入醤油空樽 九本　新輪　上改正 六本　支拂濟 九六〇 井上利久 210
九 一五 NO.2 精糖 壱俵 ㊢ 一八 四〇〇 町田賢治 211

〃　 大関印酒 壱升 十五日　勘定濟 二 二〇〇 相原忍 211
〃　 一六 □種油 壱□ 勘定濟 八 九〇〇 佐野仙蔵 211
〃　 〃　 寿上油 正味　壱樽 勘定濟 二 五〇〇 〃　　　人 211
〃　 〃　 白砂糖 五百匁 9/30　勘定濟 六〇〇 白𡈽寅吉 211
九 一一 玄米（四等） 四拾俵 勘定濟 二六六 〇〇〇 栗原房吉 211

〃　 入金壱壱百参拾円也 勘定濟 受入 受入 仝　　　人 211
九 一九 入金壱壱百参拾六円也 勘定濟 受入 受入 仝　　　人 211

〃　 二二 寿印醤油 半樽一 . 七〇（樽卅）樽
代 . 二〇

十月二十三　勘定
濟 一 七〇〇 上サ　前田順三 211

213 ページ左上部に「落合」の押印あり
九 二二 陽輝正油 九合 9/30　勘定濟 四〇〇 白𡈽虎吉 212

二三 寿印正油 壱樽 9/23　勘定濟 二 八〇〇 源東院 212
〃　 二五 陽輝正油 九合 勘定濟 四〇〇 半澤寅吉 212

〃　 二〇
日 醤油粕代 勘定濟 八〇〇 佐野仙蔵 212

〃　 三〇 清酢 壱合 9/30　勘定濟 四〇 白𡈽寅吉 212

十二 一 虎印石油 壱鑵 十月三十一日　勘
定濟 二 四〇〇 〃　　　人 212

〃　 二 白砂糖 五百匁 十月三十一日　勘
定濟 六〇〇 〃　　　人 212

〃　 〃　 ■印正油 九升 勘定濟 二 八五〇 天野 ■は五角形に「キ」 212

拾 六 キリンビール 四打 十一月三日　現品
（　　） 中山彦左ヱ門 213

十 六 陽輝正油 半樽 10/6　勘定濟 二 四〇〇 市ヶ尾辻　髙橋金
物店 213

〃　 〃　 陽輝正油 半樽 10/6　勘定濟 二 四〇〇 内野自轉車店 213

〃　 〃　 壽印正油 半樽 十月三十一日　勘
定濟 壱 七〇〇 前田順三 213

〃　 〃　 清酒 代 10/6　勘定濟 二 〇〇〇 青木光重 213

〃　 九 清酒 参舛 十一月二十七日　
勘定濟 五 四〇〇 小野晴作 213

〃　 一〇 陽輝印 九合 十月三十一日　勘
定濟 四五〇 白𡈽寅吉 213

〃　 一一 清酢 壱合 十月三十一日　勘
定濟 四〇 同　　　人 213

〃　 一四 白砂糖 五百匁 十月三十一日　勘
定濟 六〇〇 同　　　人 213

215 ページ左上部に「落合」の押印あり

一〇 一五 清酒 七升 十月二十二日　勘
定濟 八 四〇〇 八幡神社 214

〃　 一六 清酒 一升八合 十月二十四日　勘
定濟 三 二四〇 日 本 電 力 会 社 内　

長田 214

〃　 〃　 壜代 二本 勘定濟 一四〇 〃　　　人 「勘定濟」の字の下にペン書きがあるが判読不能 214
〃　 一七 並石炭 参俵 勘定濟　（四〇） 壱 二〇〇 都田小學校 214

〃　 正油壽印 半樽 勘定濟 一 七〇〇 清水長五郎 214
〃　 正油壽印 半樽 勘定濟 一 七〇〇 近藤恒雄 214

一八 正宗二合瓶詰 壱百本 十月二十日　勘定
濟 三三 〇〇〇 野村徳次郎 214
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

二〇 黒松八咫烏 半樽 当日　勘定濟 二五 〇〇〇 小嶋惣太郎 214
〃　 右樽 半分代 当日　勘定濟 一 〇〇〇 仝　　　人 215
二一 入スグリ藁 壱百束 勘定済百〆 中山㐂代司 215
二五 白砂ト 壱俵 ㊢㊢ 一八 二五〇 町田賢治 215
〃　 分蜜糖 一袋 ㊢ 二一 四五〇 〃　　　人 215

〃　 石炭 百斤 十月三十一日　勘
定濟 一 〇〇〇 白土寅吉 215

〃　 入上等正油縄 六拾本 11,14 勘定済 四八〇 井上利久 215
〃　 酎代 11,17 勘定済 一〇〇 大谷佐吉郎 215
二十
六 白砂糖 五百匁 十月三十一日　勘

定濟 六〇〇 白𡈽寅吉 215

〃　 〃　 陽輝印正油 九合 十月三十一日　勘
定濟 四〇〇 同　　　人 215

217 ページ左上部に「落合」の押印あり
一〇 二七 白米 弐俵 ㊢ 中山忠次 216

二八 キリンサイダー 二本 ㊢戻り 三〇〇 薄井嘉十郎 216

〃　 キリンビール 三本 十月二十九日勘定
済 九〇〇 〃　　　人 216

〃　 キリンビール 二本 十月二十九日勘定
済 六〇〇 〃　　　人 216

〃　 大関印酒 壱舛 十月二十九日勘定
済 二 一〇〇 相原忍 216

〃　 三十 清酒 貮升 ㊢ 三 〇〇〇 平本局長 216
〃　 醤油大樽空 四本（入り） 11,14 勘定済 四〇〇 井上利久 216
〃　 入■印空樽 三本入 11,14 勘定済 七五〇 仝　　　人 ■は亀甲に「萬」 216

〃　 〃　 正宗二合瓶 六拾参本 勘定済 一八 六五〇 川和消防組 217

二 一 入醤油空樽
五本（上改正二本　中
改正三本）入る五〇匁　
六〇匁　

十一月 4 □勘定済 一 一〇〇 井上利久 217

〃　 〃　 壽印正油 半樽 勘定済 一 七〇〇 佐野光悟 217

〃　 〃　 右樽代 十一月二日現品戻
ル勘定済 一五〇 仝　　　人 217

〃　 二 壽印正油 半樽 勘定済 一 七〇〇 志田利助 217
〃　 四 醬油粕 壱俵 勘定済 八〇〇 小嶋藤太郎 217
〃　 四 醬油粕 壱俵 勘定済 八〇〇 近藤恒雄 217
〃　 六 天光糖 壱〆匁 十二月一日勘定済 九〇〇 カチダ鈴木國三郎 217
〃　 七 白砂糖 五百匁 12-1 勘定済 六〇〇 白𡈽寅吉 217

219 ページ左上部に「落合」の押印あり
十一 十五 ■正油 半樽 勘定済 二 〇〇〇 三留源太郎 ■は亀甲に「萬」 218
〃　 十六 白砂ト 壱俵 ㊢ 町田賢治 218

〃　 十八 清酒 五舛 十一月二十日　勘
定済 六 〇〇〇 山本熊太郎 218

〃　 十九 清酒 壱舛 十一月二十日　勘
定済 一 二〇〇 〃　　　人 218

〃　 〃　 白砂ト 五百匁 十一月二十日　勘
定済 六〇〇 〃　　　人 218

〃　 〃　 清酒 貳舛 十一月二十日　勘
定済 二 四〇〇 〃　　　人 218

〃　 〃　 精酢 五合 十一月二十日　勘
定済 二〇〇 〃　　　人 218

〃　 〃　 清酒 貳升 十一月二十日　勘
定済 二 四〇〇 〃　　　人 218

〃　 二一 貝灰 壱俵 ㊢ 四〇〇 中山辰五郎 219
〃　 〃　 角又 四〆目 ㊢ 九 六〇〇 〃　　　人 219

〃　 二二 清酒 一升 二十五日入　勘定
済 一 五〇〇 妙蓮寺 219

〃　 酢 五合 二十五日入　勘定
済 二〇〇 〃　　　人 219

〃　 二三 白砂ト 五百匁 12-1 勘定済 六〇〇 白𡈽寅吉 219
二五 入白組空樽壱本入 勘定済 井上利久 219
〃　 入立縄弐束入 勘定済 〃　　　人 219
〃　 入誉空瓶七十五本入 勘定済 〃　　　人 219
二六 清酒 五升 勘定済 六 五〇〇 野村一 219

221 ページ左上部に「落合」の押印あり

十一 二十
六日 陽輝印 壱舛 22-1 勘定済 四〇〇 白𡈽寅吉 220

〃　 〃　 二合壜キカイツキ 七拾五本 25 勘定済 中山彦左ヱ門 220
〃　 〃　 二合用キルク 〃　　個 2 勘定済 同　　　人 220
〃　 二七 清酒 二升 勘定済 二 六〇〇 野村一 220

〃　 清酒 五升 勘定済 七 五〇〇 八幡神社 220
〃　 二九 入金参□円也 受入 勘定済 田岸庄太 220

〃　 三〇 ■印正油 半樽 勘定済十一月三十
日入ル 二 〇〇〇 池辺勸音寺 ■は亀甲に「穂」 220

一二 一 入上改正 六本 勘定済 井上丑松 220
〃　 二 虎印石油 貮鑵 勘定済 中山彦左ヱ門 221

三 石炭 百斤 12.31 勘定済 一 〇〇〇 白𡈽寅吉 221
一二 七 白砂ト 五百匁 12.31 勘定済 六〇〇 〃　　　人 221

九 楠誉印　35 度 壱瓶 勘定済 八 八〇〇 米山運送店 221
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃　 味醂 半瓶 勘定済 五 七五〇 〃　　　人 221
〃　 空瓶半分代 勘定済 八〇 〃　　　人 221

入酒立縄 拾七本 勘定済 井上利久 221
入正油立縄 四拾七本 勘定済内二本不良 〃　　　人 221
入空瓶 壱本 勘定済 米山運送店 221

223 ページ左上部に「落合」の押印あり
一二 一一 陽輝印 九合 12.31 勘定済 四〇〇 白𡈽寅吉 222

〃　 〃　 清酒 壱升 勘定済十二月十七
日入ル 一 五〇〇 長崎政五郎 222

〃　 一二 清酒 壹舛 勘定済 一 四〇〇 長崎政五郎 222
〃　 一三 清酒 壱升 勘定済 一 四〇〇 長崎政五郎 222
〃　 一三 清酢代 勘定済 〇五〇 長崎政五郎 222
〃　 一三 清酒白鹿印 参升 勘定済 四 五〇〇 々　　　人 222
〃　 一三 寿印正油 四半樽 勘定済 九〇〇 々　　　人 222
〃　 一四 堅木槇 拾把 12.31 勘定済 一 六〇〇 白𡈽寅吉 222
〃　 〃　 雑木枝 弐把 12.31 勘定済 一六〇 白𡈽寅吉 223

〃　 〃　 種油 弐合 勘定済十二月
十七日入ル 一二〇 長崎政五郎 223

〃　 一五 清酢 代 12.31 勘定済 八〇 白𡈽寅吉 223
〃　 清酒 一斗五升 1.20 勘定済 八 〇〇〇 根本平蔵 223
〃　 右樽代 勘定済 三 〇〇〇 〃　　　人 223
〃　 陽輝印 四半樽 勘定済 一 二五〇 〃　　　人 223
〃　 右樽樽 勘定済 〃　　　人 223

〃　 一七 ■印上等正油樽 五本 入勘定済 井上利久 ■は亀甲に「萬」 223
〃　 一八 入正油縄 二十本 勘定済 〃　　　人 223

225 ページ左上部に「落合」の押印あり
一二 二一 正油空樽 参拾六本 勘定済 井上利久 224

二四 正油舛金 勘定済 参〇〇 柳下久次郎 224
〃　 二五 正油 九合 12.31 勘定済 四〇〇 白𡈽寅吉 224
〃　 二五 陽輝印正油 壱樽 勘定済 参 五〇〇 正木部長 224
〃　 二四 清酒 五升 勘定済 五 〇〇〇 池邊ノ八百屋斉藤 224
〃　 〃　 天光糖 弐百匁 勘定済 〇 二〇〇 〃　　　人 224
〃　 二五 陽輝正油 壱升 勘定済 〇 四〇〇 〃　　　人 224

二六 右正油空樽 三十九本 180 □勘定済 七 〇二〇 井上利久 224
〃　 二九 天光糖 壱俵　 勘定済 一二 九〇〇 中山彦左ヱ門 225
〃　 〃　 清酒 半樽 勘定済 一六 〇〇〇 佐藤福松 225
〃　 〃　 酒空樽半分代 勘定済 一 二五〇 〃　　　人 225

三〇 四等米 三俵 勘定済 二〇 〇〇〇 中山彦左衛門 225
〃　 入金弐拾円也 受入 勘定済 〃　　　人 225

一 一 清酒 五升 勘定済二日入ル 五 〇〇〇 八幡神社 欄上に「昭和七年」と赤ペン書きあり 225
一 二 預り陽輝印半樽 二ケ 勘定済 四 八〇〇 三留鑑 225
〃　 〃　 預り種油 一升 勘定済 六五〇 〃　　　人 225
〃　 〃　 預り清酒壱升壜詰 出荷濟 青砥伊藤亀松 225

227 ページ左上部に「落合」の押印あり


